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一
、
は
じ
め
に

こ
れ
ま
で
、
一
九
五
〇
年
代
日
本
の
文
学
や
思
想
、
芸
術
運
動
は
、
①

西
洋
に
抵
抗
す
る
「
ア
ジ
ア
主
義
」
、
②
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
「
占
領
」
に

抵
抗
す
る
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」（N

ationalism

）
、
③
ロ
ー
カ
ル
な
「
サ
ー

ク
ル
運
動
」
と
い
っ
た
視
点
で
論
じ
ら
れ
て
き
た

。
こ
の
三
点
に
共
通

(1)

す
る
の
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
（W
W

II,1939-1945

）
後
の
冷
戦
（Cold

W
ar,

1945-1989

）

に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
か
ら
日
本
や
東
ア
ジ
ア
へ
の
覇
権
戦
略

に
対
抗
す
る
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
が
前
景
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
と
言

っ
て
も
よ
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
（BenedictA

nderson,

1936-2015

）
が
『
三
つ
の
旗
の
も
と
に

―
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
と
反
植
民
地

主
義
的
想
像
力
』（U

nder
Three

Flags:
Anarchism

and
the

Anti-colonial

Im
agination,

2005

）
に
お
い
て
詳
細
に
分
析
し
た
よ
う
に
、「
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
」
だ
け
で
な
く
「
ア
ナ
キ
ズ
ム
」（A

narchism

）

も
ま
た
、
「
反
植
民

一
九
五
〇
年
代
日
本
に
お
け
る
ア

メ
リ
カ
論
ブ
ー
ム
と
安
部
公
房

―
エ
ッ
セ
イ
「
ア
メ
リ
カ
発
見
」
と

＝

・
サ
ル
ト
ル
、

J

P

鶴
見
俊
輔

―

大

場

健

司

O
B

A
K

e
n

j
i

地
主
義
」（A

nti-colonialism

）

の
想
像
力
の
根
拠
と
な
っ
た
の
だ
。
ア
ン
ダ

ー
ソ
ン
が
「
地
球
の
各
地
で
発
生
し
た
戦
闘
的
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
あ

い
だ
に
働
い
て
い
た
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
の
秘
め
た
る
引
力
を
地
図
上
に
描
く

試
み
」
を
行
な
っ
た
よ
う
に
、
世
界
中
の
「
反
植
民
地
主
義
」
は
「
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
の
み
に
は
還
元
さ
れ
得
な
い
だ
ろ
う

。
す
な
わ
ち
、「
反

(2)

植
民
地
主
義
」
を
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
に
還
元
し
て
し
ま
う
こ
と
は
、

「
ア
ナ
キ
ズ
ム
」
な
ど
に
よ
る
非
権
威
主
義
的
な
抵
抗
を
見
え
な
く
し
て

し
ま
う
の
だ
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
一
九
五
〇
年
代
の
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」

と
の
関
係
で
論
じ
ら
れ
て
き
た
、
安
部
公
房
（
一
九
二
四
―
一
九
九
三
年
）
の

エ
ッ
セ
イ
「
ア
メ
リ
カ
発
見
」（
『
中
央
公
論
』
一
九
五
七
年
一
一
月
号
）
を
取

り
上
げ
、
こ
の
エ
ッ
セ
イ
が
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
に
は
還
元
不
可
能
な

政
治
性
を
有
す
る
こ
と
を
論
じ
て
い
く
。

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
一
九
五
一
年
九
月
八
日
に
署
名
さ
れ
た
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
（Treaty

of
San

Francisco,1951

）

を
経
て
、
日
本
は

ア
メ
リ
カ
軍
基
地
問
題
を
抱
え
な
が
ら
も
独
立
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し

て
、
冷
戦
期
に
ソ
連
／
ア
メ
リ
カ
の
「
力
の
非
対
称
性
」
を
前
提
に
し
て
、

ア
メ
リ
カ
の
主
導
で
「
国
際
冷
戦
レ
ジ
ー
ム
」
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
に
な

る

。
そ
の
際
に
、
日
本
は
ア
メ
リ
カ
の
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
覇
権
戦
略

(3)
の
拠
点
と
な
り
、
朝
鮮
戦
争
（
一
九
五
〇
―
一
九
五
三
年
）
下
で
の
特
需
景
気

や
五
五
年
体
制
を
経
て
高
度
経
済
成
長
（
一
九
五
四
―
一
九
七
三
年
）
を
迎
え

る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
戦
後
の
日
本
は
冷
戦
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ

の
覇
権
戦
略
の
も
と
で
経
済
発
展
を
遂
げ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
。

一
方
、
日
本
の
「
マ
ル
ク
ス
主
義
」（M

arxism

）

に
お
い
て
は
、
一
九
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五
〇
年
一
月
の
段
階
で
コ
ミ
ン
フ
ォ
ル
ム
（K

om
inform

）

に
よ
っ
て
当
時

の
日
本
共
産
党
の
野
坂
参
三
（
一
八
九
二
―
一
九
九
三
年
）
ら
の
平
和
的
な
議

会
主
義
的
戦
略
が
否
定
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
日
本
共
産
党
は
コ
ミ
ン
フ
ォ

ル
ム
の
批
判
に
反
論
し
た
「
所
感
派
」
／
コ
ミ
ン
フ
ォ
ル
ム
の
批
判
を
容

認
し
た
「
国
際
派
」
に
分
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
後
、
日
本
共
産
党

第
五
回
全
国
協
議
会
（
五
全
協
、
一
九
五
一
年
一
〇
月
）
で
採
択
さ
れ
た
「
五

一
年
網
領
」
で
は
、
ヨ
シ
フ
・
ス
タ
ー
リ
ン
（Joseph

Stalin,
1878-1953

）

の
論
文
「
マ
ル
ク
ス
主
義
と
言
語
学
の
諸
問
題
」（M

arxism
and

Problem
s

of

Linguistics,1950

）
に
も
と
づ
い
て
「
民
族
解
放
民
主
政
府
」
が
目
指
さ
れ
、

「
反
米
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
が
掲
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る

。
(4)

一
般
的
に
、
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
と
は
右
派
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
て

き
た
も
の
で
あ
る
。
戦
後
の
日
本
で
は
日
本
の
民
主
化
に
対
す
る
「
逆
コ

ー
ス
」（Reverse

Corse

）
が
進
み
、
一
九
五
二
年
に
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

講
和
条
約
と
同
時
に
公
職
追
放
令
廃
止
法
が
施
行
さ
れ
る
と
多
く
の
右
翼

団
体
が
設
立
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
う
い
っ
た
戦
後
の
右
翼

団
体
で
は
親
米
的
な
立
場
を
取
る
こ
と
が
多
く
、
一
九
五
〇
年
日
本
に
お

い
て
「
反
米
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
は
当
時
の
「
左
翼
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」

（Left-w
ing

N
ationalism

）

に
顕
著
な
主
張
だ
っ
た
と
言
っ
て
も
よ
い
。
こ

の
よ
う
に
、
一
九
五
〇
年
代
に
お
け
る
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
は
、
右
派

の
み
な
ら
ず
左
派
に
よ
っ
て
も
形
作
ら
れ
た
の
だ
。

こ
の
よ
う
に
「
反
米
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
が
隆
盛
を
迎
え
る
な
か
で
、

同
時
代
の
文
学
や
哲
学
、
政
治
学
、
芸
術
運
動
で
は
「
民
族
」
や
「
国
民
」

に
関
す
る
言
説
が
多
く
生
成
さ
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
政
治
学
者
で
あ
る

丸
山
眞
男
（
一
九
一
四
―
一
九
九
六
年
）
の
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
論
や

、
(5)

中
国
文
学
者
で
あ
る
竹
内
好
（
一
九
一
〇
―
一
九
七
七
年
）
の
「
国
民
文
学
」

論
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う

。
当
時
は
大
江
健
三
郎
（
一
九
三
五
年
―
）

(6)

で
さ
え
左
派
の
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
に
加
担
し
て
い
た
と
言
っ
て
も
よ

い

。
(7)以

上
の
よ
う
な
「
反
米
」
や
「
民
族
」
、「
国
民
」
に
関
す
る
同
時
代
言

説
が
生
成
さ
れ
て
い
く
中
で
、
ア
メ
リ
カ
／
ソ
連
の
冷
戦
を
背
景
に
、
同

時
代
日
本
の
言
説
空
間
で
は
ア
メ
リ
カ
論
が
ブ
ー
ム
と
な
る
。
一
九
五
三

年
の
段
階
で
、
雑
誌
『
思
想
』
一
九
五
三
年
六
月
号
は
特
集
「
占
領
と
日

本
」
を
組
み
、
雑
誌
『
中
央
公
論
』
は
特
集
「
日
本
は
ア
メ
リ
カ
の
植
民

地
か
」
を
組
ん
で
お
り
、
ア
メ
リ
カ
軍
基
地
に
代
表
さ
れ
る
「
占
領
」
と

い
う
言
葉
が
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
一
九
五
〇
年
代
に

は
ア
メ
リ
カ
の
映
画
や
音
楽
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
英
語
が
、
テ
レ
ビ
や
ラ

ジ
オ
と
い
っ
た
メ
デ
ィ
ア
を
と
お
し
て
大
衆
化
し
て
い
っ
た
。す
な
わ
ち
、

「
占
領
」
の
記
憶
が
忘
却
さ
れ
る
一
方
で
、「
大
衆
文
化
」
と
い
う
「
消

費
主
義
的
な
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
」
が
拡
大
し
て
い
く
の
だ

。
本
稿
で
論

(8)

じ
る
安
部
公
房
の
エ
ッ
セ
イ
「
ア
メ
リ
カ
発
見
」
も
ま
た
、
こ
の
「
占
領
」

と
「
大
衆
文
化
」
と
い
う
二
つ
の
ア
メ
リ
カ
に
関
す
る
文
脈
で
発
表
さ
れ

た
も
の
で
あ
っ
た

。
(9)

一
九
五
〇
年
代
の
「
反
米
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

二
〇
〇
九
年
の
時
点
で
既
に
、
岩
崎
稔
（
一
九
五
六
年
―
）
が
小
森
陽
一
（
一

九
五
三
年
―
）
、
成
田
龍
一
（
一
九
五
一
年
―
）
と
の
座
談
会
で
、
次
の
よ
う

に
指
摘
し
て
い
る
。

岩
崎

そ
う
で
す
ね
。
た
し
か
に
一
九
五
〇
年
代
に
「
反
米
愛
国
闘
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争
」
と
い
う
路
線
が
選
択
さ
れ
、
そ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
掲
げ
ら
れ
、

「
民
族
的
…
…
」
や
「
国
民
的
…
…
」
と
い
う
概
念
が
い
ろ
ん
な
と

こ
ろ
へ
出
て
く
る
わ
け
で
す
。
し
か
し
そ
れ
が
、
文
字
通
り
本
当
の

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
ね
。た
と
え
ば
、

沖
縄
の
「
祖
国
復
帰
運
動
」
の
と
き
に
日
の
丸
が
振
ら
れ
た
こ
と
を

も
っ
て
、
そ
れ
を
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
呼
ぶ
こ
と
が
適
切
な
名
指
し

か
ど
う
か
。
た
だ
ち
に
そ
う
呼
ん
で
し
ま
っ
た
と
た
ん
、
す
る
っ
と

そ
こ
か
ら
抜
け
落
ち
て
し
ま
う
当
時
の
企
て
や
格
闘
が
な
い
か
ど
う

か
…
…
。
(10)

こ
こ
で
岩
崎
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
い
く
ら
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」

の
よ
う
に
見
え
る
も
の
で
さ
え
、
そ
れ
を
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
に
還
元

し
て
し
ま
う
と
、
「
す
る
っ
と
そ
こ
か
ら
抜
け
落
ち
て
し
ま
う
当
時
の
企

て
や
格
闘
」
を
無
視
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
一

九
五
〇
年
代
の
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
の
文
脈
で
語
ら
れ
て
い
た
も
の
の

内
部
に
、
む
し
ろ
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
を
内
部
か
ら
破
壊
す
る
も
の
を

見
い
だ
す
作
業
を
行
な
っ
て
い
く
。

二
、
先
行
研
究
と
同
時
代
の
ア
メ
リ
カ
論

安
部
公
房
「
ア
メ
リ
カ
発
見
」
は
『
中
央
公
論
』
一
九
五
七
年
一
一
月

号
に
掲
載
さ
れ
た
エ
ッ
セ
イ
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
こ
の
エ
ッ
セ
イ
は
先

行
研
究
で
も
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
が
、
近
年
で
は
一
九
五
〇

年
代
の
安
部
の
芸
術
運
動
や
政
治
活
動
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
日
本
共
産

党
の
「
反
米
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
と
の
関
連
で
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
先
行

研
究
で
は
、
坂
堅
太
『
安
部
公
房
と
「
日
本
」

―
植
民
地
／
占
領
経

験
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
』（
和
泉
書
院
、
二
〇
一
六
年
一
〇
月
）
に
お
い
て
、
一

九
五
〇
年
代
の
安
部
の
政
治
性
が
、
安
部
が
所
属
し
た
日
本
共
産
党
所
感

派
の
「
反
米
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
に
還
元
さ
れ
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ

し
て
坂
は
、
安
部
の
「
ア
メ
リ
カ
発
見
」
を
、
反
米
に
限
定
さ
れ
な
い
近

代
的
・
大
衆
的
な
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
を
提
示
し
て
い
る
と
い
う
点
で

評
価
し
、
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

こ
の
時
期
の
安
部
に
と
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
は
大
衆
／
知
識
人
の
乖
離

を
解
消
す
る
完
全
な
平
等
を
示
す
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い

た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
を
敵
と
し
て
把
握
し
て
い
た
五
〇

年
代
前
半
か
ら
の
転
換
を
示
す
の
で
あ
り
、
反
米
と
い
う
地
点
か
ら

民
族
主
義
を
立
ち
上
げ
よ
う
と
す
る
身
振
り
か
ら
の
離
脱
を
意
味
し

て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
安
部
は
大
衆
社
会
化
の
積
極
性
を
重
視
し
、

そ
こ
か
ら
新
し
い
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
可
能
性
を
構
想
し
て
い
た
の

だ
っ
た
。
(11)

こ
の
引
用
箇
所
に
お
い
て
、
坂
堅
太
は
、
安
部
が
日
本
の
「
大
衆
」
の

間
で
人
気
の
あ
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
「
大
衆
文
化
」
を
利
用
し
た
「
新
し
い

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
を
立
ち
上
げ
た
と
論
じ
て
い
る
。
こ
の
「
大
衆
」
と

は
、「
大
衆
文
化
」
を
消
費
す
る
「
大
衆
」
で
あ
る
と
同
時
に
、「
マ
ル
ク

ス
主
義
」
が
勢
力
を
拡
大
す
べ
き
対
象
と
し
て
の
「
大
衆
」
で
も
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
は
安
部
の
政
治
性
が
「
マ
ル
ク
ス
主
義
」
と
「
ナ
シ
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ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
に
還
元
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
時
の
安

部
の
政
治
思
想
は
単
純
に
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
に
還
元
さ
れ
う
る
の
だ

ろ
う
か
。

「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
に
は
常
に
、
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
の
問
題
が
付
き

ま
と
う
。
す
な
わ
ち
、「
ネ
ー
シ
ョ
ン
」（N

ation

）
の
内
部
／
外
部
の
境
界

線
に
お
い
て
、
誰
が
内
部
の
「
国
民
」
で
あ
り
、
誰
が
外
部
の
「
他
者
」

と
な
る
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
か
つ
て
笹
沼
俊
暁
は
一
九
五
〇
年
代

以
降
の
左
翼
運
動
に
お
け
る
「
反
米
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
に
関
し
て
「
在

日
外
国
系
な
ど
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
に
対
す
る
思
想
的
関
心
は
き
わ
め
て
薄

か
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
が

、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
な
ど
の
「
他
者
」
の

(12)

問
題
は
、
安
部
の
小
説
で
し
ば
し
ば
取
り
上
げ
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

す
な
わ
ち
、「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
の
対
象
と
な
る
「
日
本
」
と
い
う
「
ネ

ー
シ
ョ
ン
」
の
外
部
の
「
他
者
」
こ
そ
が
、
見
い
だ
さ
れ
う
る
だ
ろ
う
。

安
部
の
小
説
を
一
九
五
〇
年
代
の
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
に
還
元
す
る
の

で
は
な
く
、
む
し
ろ
、「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
と
の
差
異
か
ら
、
安
部
公

房
の
可
能
性
の
中
心
を
見
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
安
部
が
「
ア
メ
リ
カ
発
見
」
を
発
表
し
た
一
九
五

〇
年
代
で
は
、
冷
戦
を
背
景
に
ア
メ
リ
カ
論
が
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い
た
。

そ
れ
は
当
時
の
日
本
に
お
け
る
海
外
文
学
受
容
に
も
当
て
は
ま
り
、
ア
メ

リ
カ
を
主
題
と
し
た
海
外
文
学
の
翻
訳
も
行
わ
れ
て
い
た
。
フ
ラ
ン
ツ
・

カ
フ
カ
（Franz
K

afka,1883-1924

）
の
『
ア
メ
リ
カ
』（D

er
Verschollene,1927

）

を
収
録
し
た
『
カ
フ
カ
全
集
』
第
二
巻
（
新
潮
社
、
一
九
五
三
年
四
月
）
、
及

び
、
ジ
ャ
ン
＝
ポ
ー
ル
・
サ
ル
ト
ル
（Jean-Paul

Sartre,
1905-1980

）

の
ア

メ
リ
カ
論
を
収
録
し
た
『
サ
ル
ト
ル
全
集

第
一
一
巻

―
シ
チ
ュ
ア
シ

オ
ン

ア
メ
リ
カ
論
』（
渡
辺
一
夫
、
佐
藤
朔
、
渡
辺
明
正
他
訳
、
人
文
書
院
、
一
九

五
三
年
七
月
）
は
と
も
に
一
九
五
三
年
に
刊
行
さ
れ
て
い
た
。
安
部
の
「
ア

メ
リ
カ
発
見
」
の
タ
イ
ト
ル
の
由
来
と
な
っ
た
の
は
、
エ
ッ
セ
イ
中
で
も

言
及
さ
れ
、
一
九
五
五
年
一
〇
月
に
出
版
さ
れ
て
い
た
ウ
ラ
ジ
ミ
ー
ル
・

マ
ヤ
コ
フ
ス
キ
ー
（В

ладим
ир

М
аяковский,1893-1930

）
の
エ
ッ
セ
イ
『
私

の
ア
メ
リ
カ
発
見
』（М

ое
от
кры

т
ие

Америки,
1926

）
で
あ
ろ
う
。
同
時

代
の
日
本
に
お
い
て
、
マ
ヤ
コ
フ
ス
キ
ー
が
「
た
ん
な
る
エ
ト
ラ
ン
ゼ
で

は
な
く
、
わ
が
身
を
も
っ
て
ア
メ
リ
カ
に
祖
国
を
対
決
さ
せ
て
い
る
愛
国

者
と
し
て
終
始
し
て
い
る
」
と
評
さ
れ

、「
愛
国
者
」
と
み
な
さ
れ
て
い

(13)

た
一
方
で
、
安
部
が
発
見
し
た
ア
メ
リ
カ
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。

次
に
、
安
部
の
「
ア
メ
リ
カ
発
見
」
の
冒
頭
の
箇
所
を
引
用
す
る
。

私
は
ろ
く
す
っ
ぽ
ア
メ
リ
カ
を
知
ら
な
い
。
こ
と
わ
る
ま
で
も
な

く
、
ア
メ
リ
カ
の
土
を
ふ
ん
だ
こ
と
も
な
け
れ
ば
、
系
統
的
に
ア
メ

リ
カ
文
学
を
研
究
し
た
こ
と
も
な
い
の
だ
。
知
っ
て
い
る
こ
と
と
い

え
ば
、
話
し
あ
っ
た
数
人
の
ア
メ
リ
カ
人
と
、
基
地
で
代
表
さ
れ
る

ア
メ
リ
カ
の
一
断
面
と
、
あ
と
は
映
画
館
の
ス
ク
リ
ー
ン
な
ど
を
と

お
し
て
、
私
た
ち
の
内
部
に
う
つ
し
だ
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
の
影
だ
け

で
あ
る
。（
四
一
三
頁
）
(14)

こ
の
冒
頭
で
は
、
ア
メ
リ
カ
が
「
話
し
あ
っ
た
数
人
の
ア
メ
リ
カ
人
」
、

「
基
地
で
代
表
さ
れ
る
ア
メ
リ
カ
の
一
断
面
」、「
映
画
館
の
ス
ク
リ
ー
ン

な
ど
を
と
お
し
て
、私
た
ち
の
内
部
に
う
つ
し
だ
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
の
影
」
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と
い
っ
た
複
数
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
規
定
さ
れ
て
い
る
。
先
行
研
究
で
は
、「
同

時
期
の
「
砂
川
闘
争
」
な
ど
に
象
徴
さ
れ
る
き
わ
め
て
具
体
的
な
ア
メ
リ

カ
（
＝
米
軍
）
」
と
「
ス
ク
リ
ー
ン
上
の
光
と
影
の
戯
れ
」
と
し
て
の
「
〈
ア

メ
リ
カ
的
な
る
も
の
〉」
が
提
示
さ
れ
て
い
る
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
が

、
(15)

こ
れ
は
安
部
が
ア
メ
リ
カ
を
「
国
家
」
／
「
文
化
」
と
い
う
ダ
ブ
ル
・
ミ

ー
ニ
ン
グ
で
見
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
同
時
代
の
一
九
五
〇
年
代
の
日
本
で
は
、
ど
の
よ
う
な
ア

メ
リ
カ
論
が
展
開
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
安
部
に
よ
れ
ば
、
当
時
の

日
本
の
ア
メ
リ
カ
論
で
は
、
左
翼
は
ア
メ
リ
カ
の
「
風
俗
的
な
も
の
」
を

無
視
し
、
右
翼
は
ア
メ
リ
カ
の
「
人
民
資
本
主
義
」
を
批
判
し
て
い
た
と

い
う
（
四
三
八
頁
）
。
具
体
的
に
は
、
安
部
は
『
中
央
公
論
』
一
九
五
六
年

七
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
座
談
会
「
知
米
主
義
の
提
唱
」
に
言
及
し
て
お
り
、

ア
メ
リ
カ
史
研
究
者
で
あ
る
中
屋
健
一
（
一
九
一
〇
―
一
九
八
七
年
）
の
発
言

に
触
れ
、
「
つ
ま
り
、
ア
メ
リ
カ
の
い
い
と
こ
ろ
と
い
う
の
は
、
プ
ラ
グ

マ
テ
ィ
ッ
ク
な
思
考
方
法
な
ど
で
あ
り
、
そ
れ
は
つ
ま
ら
ぬ
風
俗
的
な
も

の
か
ら
、
は
っ
き
り
区
別
さ
れ
て
扱
わ
れ
る
の
だ
」
と
論
じ
て
い
る
（
四

三
八
頁
）

。
更
に
、
安
部
は
当
時
の
ア
メ
リ
カ
の
資
本
主
義
が
「
人
民
資

(16)

本
主
義
」
と
呼
ば
れ
て
批
判
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
受
け
、
次
の
よ
う
に
書

い
て
い
る
。

こ
と
風
俗
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
反
共
論
者
も
、
こ
れ
に
は
正
面
き

っ
て
反
対
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
も
っ
ぱ
ら
、
政
治
的
に
、

「
人
民
資
本
主
義
」
な
ど
と
い
う
新
語
を
も
ち
だ
し
て
き
た
り
し
て
、

応
戦
す
る
わ
け
だ
。
だ
が
、
そ
の
論
争
の
か
げ
に
、
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ

ム
は
や
は
り
打
ち
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
う
。
敵
に
と
っ
て
も
味
方
に
と

っ
て
も
、
そ
れ
は
要
す
る
に
浅
薄
で
軽
薄
な
通
俗
文
化
に
し
か
す
ぎ

な
い
わ
け
で
あ
る
。（
四
三
八
頁
）

す
な
わ
ち
、
同
時
代
に
お
い
て
ア
メ
リ
カ
の
資
本
主
義
に
対
す
る
批
判

が
行
わ
れ
た
と
し
て
も
、「
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
」
は
「
浅
薄
で
軽
薄
な
通

俗
文
化
」
と
し
て
「
打
ち
忘
れ
ら
れ
て
」
し
ま
っ
て
い
る
の
だ
。
こ
の
よ

う
に
同
時
代
に
無
視
さ
れ
て
き
た
「
文
化
」
＝
「
風
俗
的
な
も
の
」
に
、

安
部
は
い
か
な
る
政
治
性
を
見
い
だ
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

三
、「
対
自
」
と
し
て
の
ア
メ
リ
カ

―
安
部
公
房
の
サ
ル
ト
ル
受
容
と
冷
戦
構
造
の
脱
構
築

エ
ッ
セ
イ
「
ア
メ
リ
カ
発
見
」
に
お
い
て
、
安
部
は
自
身
が
書
き
た
い

と
考
え
て
い
る
ア
メ
リ
カ
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

私
が
書
き
た
い
と
思
い
、
ま
た
書
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
の

は
、
即
自
的
な
ア
メ
リ
カ
で
は
な
く
、
課
題
と
し
て
の
、
と
り
わ
け

日
本
に
対
す
る
一
種
の
「
犯
人
」
と
し
て
の
ア
メ
リ
カ
を
発
見
す
る

こ
と
以
外
に
な
い
の
だ
か
ら
。（
四
三
五
―
四
三
六
頁
）

こ
の
引
用
箇
所
に
お
け
る
「
即
自
」
と
い
う
言
葉
が
、
ジ
ャ
ン
＝
ポ
ー

ル
・
サ
ル
ト
ル
の
『
存
在
と
無

―
現
象
学
的
存
在
論
の
試
み
』（L'Être

et

le
néant,

1943
）
に
由
来
す
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
同
時
代
の
松
浪
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信
三
郎
（
一
九
一
三
―
一
九
八
九
年
）
訳
で
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

自
己
を
構
成
す
る
不
断
の
反
省
が
同
一
性
の
な
か
に
溶
け
こ
む
と
き

に
は
、
存
在
は
こ
の
自
己
そ
の
も
の
で
あ
る
。
そ
う
い
う
わ
け
で
、

存
在
は
、
結
局
、
自
己
の
か
な
た
に
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
最
初
の
命

題
は
言
語
の
制
約
に
よ
る
近
似
的
な
も
の
で
し
か
あ
り
え
な
い
。
事

実
、
存
在
が
そ
れ
自
体
に
対
し
て
不
透
明
で
あ
る
の
は
、
ま
さ
し
く

そ
れ
が
そ
れ
自
体
に
よ
っ
て
満
た
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
を
、
わ
れ
わ
れ
は
、
「
存
在
は
そ
れ
が
あ
る
と
こ
ろ
の
も
の
で

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

あ
る
」l'être

est
ce

qu'ilest.
と
言
う
こ
と
に
よ
っ
て
い
っ
そ
う
よ

、
、

く
言
い
あ
ら
わ
す
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
命
題
は
、
一
見

し
た
と
こ
ろ
、
ま
っ
た
く
分
析
的
で
あ
る
。
事
実
、
同
一
性
原
理
が

あ
ら
ゆ
る
分
析
判
断
の
無
条
件
的
な
原
理
で
あ
る
か
ぎ
り
、
こ
の
命

題
は
と
う
て
い
同
一
律
に
帰
せ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
第
一
、
そ

れ
は
特
殊
な
存
在
領
域
、す
な
わ
ち
即
自
存
在
の
領
域
を
指
示
す
る
。

対
自
の
存
在
は
、
こ
れ
に
反
し
て
、
そ
れ
が
あ
ら
ぬ
と
こ
ろ
の
も
の

で
あ
り
、
そ
れ
が
あ
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
ら
ぬ
も
の
と
し
て
、
定

義
さ
れ
る
の
を
、
わ
れ
わ
れ
は
見
る
で
あ
ろ
う
。
(17)

以
上
の
よ
う
に
、
サ
ル
ト
ル
の
実
存
主
義
に
お
い
て
、
「
即
自
」
と
は

「
そ
れ
が
あ
る
と
こ
ろ
の
も
の
」
な
の
で
あ
り
、
「
～
で
あ
る
」
と
い
う

「
本
質
」（Essence

）
か
ら
絶
え
ず
抜
け
出
す
自
由
な
「
対
自
」
と
は
逆
の

存
在
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
安
部
が
「
対
自
」
で
は
な
く
「
犯
人
」

と
い
う
言
葉
を
用
い
て
い
る
の
は
、
当
時
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い
た
グ
レ
ア

ム
・
グ
リ
ー
ン
（G

raham
G

reene,1904-1991

）

の
『
お
と
な
し
い
ア
メ
リ
カ

人
』（The

Q
uietAm

erican,1955

）

が
、『
第
三
の
男
』（The

Third
M

an,1949

）

よ
ろ
し
く
探
偵
小
説
の
形
式
で
ア
メ
リ
カ
を
批
判
し
て
い
た
た
め
だ
ろ

う
。
安
部
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
と
っ
て
の
ア
メ
リ
カ
へ
の
幻
滅
を
、
「
狂
気

の
一
種
で
あ
る
無
邪
気
さ
」（
四
三
四
頁
）
や
「
無
邪
気
は
狂
気
の
一
種
だ
」

（
四
三
九
頁
）
と
表
現
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
グ
リ
ー
ン
が
『
お
と
な
し
い

ア
メ
リ
カ
人
』
に
お
い
て
ア
メ
リ
カ
の
ベ
ト
ナ
ム
に
対
す
る
態
度
を
揶
揄

し
た
際
に
用
い
た
「
無
邪
気
は
狂
気
の
一
種
な
の
だ
」（Innocence

is
a

kind

ofinsanity

）

と
い
う
言
葉
に
由
来
す
る
で
あ
ろ
う
。
グ
リ
ー
ン
が
「
国
家
」

(18)

と
し
て
の
ア
メ
リ
カ
を
「
犯
人
」
と
し
て
批
判
し
た
の
と
は
対
照
的
に
、

安
部
は
ア
メ
リ
カ
の
「
文
化
」
を
「
犯
人
」
と
し
て
見
つ
け
出
そ
う
と
し

て
い
る
の
だ
。

安
部
は
、
ア
メ
リ
カ
に
は
ジ
ャ
ズ
（jazz

）
の
よ
う
に
「
風
俗
化
」
し
た

「
新
し
い
形
式
」
が
あ
る
と
し
、
ア
メ
リ
カ
の
随
筆
家
ク
レ
ヴ
ェ
ク
ー
ル

（M
ichel

G
uillaum

e
Jean

de
Crèvecœ

u,
1735-1813

）

を
引
用
し
な
が
ら
、
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
昔
の
偏
見
と
風
習
を
見
捨
て
て
、
自
分
の
受
け
入
れ
た
新
し
い
生

活
様
式
、
自
分
の
服
従
す
る
新
し
い
政
治
、
自
分
の
保
持
す
る
新
し

い
地
位
か
ら
新
し
い
も
の
を
受
け
と
る
者
、
そ
の
人
を
ア
メ
リ
カ
人

と
い
う
。
」（
ク
レ
ヴ
ェ
ク
ー
ル
）
ア
メ
リ
カ
人
は
、
在
っ
た
も
の
で

は
な
く
、
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
創
成
に
は
、
人
民
自
身
が

自
覚
的
に
参
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
。（
四
四
二
頁
）
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同
時
代
の
日
本
で
は
、
ク
レ
ヴ
ェ
ク
ー
ル
を
引
用
し
な
が
ら
ア
メ
リ
カ

の
歴
史
を
論
じ
た
評
論
に
、
斉
藤
真
「
民
主
主
義
の
風
土
化
」（
『
岩
波
講

座
現
代
思
想

第
六
巻

―
民
衆
と
自
由
』
岩
波
書
店
、
一
九
五
七
年
九
月
）
が
あ
っ

た
。
こ
の
評
論
に
お
い
て
斉
藤
は
安
部
と
同
じ
く
、
ク
レ
ヴ
ェ
ク
ー
ル
を

引
用
し
な
が
ら
、
「
ア
メ
リ
カ
人
」
が
如
何
に
「
ア
メ
リ
カ
人
」
と
な
る

か
を
論
じ
て
い
る
。
次
に
、
そ
の
箇
所
を
引
用
す
る
。

で
は
何
が
ア
メ
リ
カ
人
を
つ
く
る
の
か
？

ク
レ
ヴ
ェ
ク
ー
ル
は

答
え
る
。
「
昔
の
偏
見
と
風
習
を
見
捨
て
て
、
自
分
の
受
け
入
れ
た

新
し
い
生
活
様
式
、
自
分
の
服
従
す
る
新
し
い
政
治
、
自
分
の
保
持

す
る
新
し
い
地
位
か
ら
新
し
い
も
の
を
受
け
と
る
者
、
そ
の
人
を
ア

メ
リ
カ
人
と
い
う
。」
と
。
こ
の
移
民
達
の
「
過
去
」
の
排
除
と
「
現

在
」
へ
の
順
応
が
、
人
種
の
ル
ツ
ボ
と
し
て
の
ア
メ
リ
カ
の
統
一
性

の
基
礎
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
人
は
自
然
的
に
、
す
な
わ
ち
生
れ
な

が
ら
に
し
て
ア
メ
リ
カ
人
に
な
る
の
で
は
な
く
、
建
て
前
と
し
て
は

自
己
の
自
発
的
選
択
行
為
に
よ
っ
て
ア
メ
リ
カ
人
と
な
る
。
(19)

以
上
の
引
用
の
よ
う
に
、
安
部
と
斎
藤
が
ク
レ
ヴ
ェ
ク
ー
ル
の
ま
っ
た

く
同
じ
文
章
を
引
用
し
て
い
る
点
、
及
び
、
「
ア
メ
リ
カ
人
」
が
如
何
に

「
ア
メ
リ
カ
人
」
に
な
る
の
か
と
い
う
問
題
を
扱
っ
て
い
る
点
で
、
安
部

が
斉
藤
の
評
論
を
パ
ラ
フ
レ
ー
ズ
し
て
い
る
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
。
安
部

と
斎
藤
で
異
な
っ
て
い
る
の
は
、
安
部
が
、
ア
メ
リ
カ
人
が
「
在
っ
た
も

の
」
で
は
な
く
、
「
作
ら
れ
た
も
の
」
で
あ
る
こ
と
を
、
実
存
主
義
を
用

い
て
説
明
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
絶
え
ず
新
し
い
自
己
を
作

り
出
す
「
対
自
」
に
つ
い
て
、
サ
ル
ト
ル
は
『
存
在
と
無

―
現
象
学
的

存
在
論
の
試
み
』
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

対
自
は
自
由
で
あ
り
、
一
つ
の
世
界
を
そ
こ
に
存
す
る
よ
う
に
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
対
自
の
自
由
は
、
対
自
の
存
在
と

し
て
あ
ら
わ
れ
る
。
け
れ
ど
も
、
こ
の
自
由
は
一
つ
の
所
与
で
も
な

く
、
一
つ
の
特
性
で
も
な
い
か
ら
、
こ
の
自
由
は
、
自
己
を
選
ぶ
こ

と
に
よ
っ
て
し
か
存
在
し
え
な
い
。
対
自
の
自
由
は
、
つ
ね
に
拘
束

さ
れ
て
い
る
。
未
決
定
の
能
力
で
あ
る
よ
う
な
自
由
、
自
己
の
選
択

に
先
だ
っ
て
存
在
す
る
よ
う
な
自
由
は
、
こ
こ
で
は
問
題
に
な
ら
な

い
。
わ
れ
わ
れ
は
、
決
し
て
、
自
己
を
作
り
つ
つ
あ
る
選
択
と
し
て

し
か
、
自
己
自
身
を
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
む
し
ろ
、
自
由

と
は
、
単
に
、
こ
の
選
択
が
つ
ね
に
無
条
件
で
あ
る
と
い
う
事
実
で

あ
る
。
(20)

サ
ル
ト
ル
の
言
葉
で
言
え
ば
、
安
部
に
と
っ
て
「
ア
メ
リ
カ
人
」
が
「
そ

れ
が
あ
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
」「
即
自
」
で
は
な
く
、「
自
己
を
作
り

つ
つ
あ
る
選
択
」
と
し
て
の
自
由
な
「
対
自
」
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て

い
る
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
「
ア
メ
リ
カ
人
」
に
つ
い
て
、
安
部
は
「
ア
メ
リ
カ
に
は

一
つ
の
神
話
が
あ
る
。
そ
れ
は
一
種
独
特
な
、
解
放
さ
れ
た
自
由
な
人
民

と
い
う
伝
説
で
あ
る
」
と
し
て
、
「
神
話
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
い
る

（
四
三
九
頁
）
。
こ
の
「
神
話
」
に
つ
い
て
、
安
部
は
次
の
よ
う
に
論
じ
て

い
る
。
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ア
メ
リ
カ
大
衆
の
中
の
「
人
民
神
話
」
は
根
強
く
、
ま
た
強
固
だ
っ

た
と
も
言
え
る
の
だ
。
た
と
え
そ
れ
が
帝
国
主
義
に
利
用
さ
れ
、
窒

息
し
か
か
っ
た
孤
独
な
民
主
主
義
で
あ
る
に
し
て
も
、
い
ぜ
ん
と
し

て
人
民
の
神
話
な
の
で
あ
り
、
決
し
て
支
配
階
級
の
神
話
で
は
な
い

こ
と
は
た
し
か
な
の
で
あ
る
。（
四
四
〇
―
四
四
一
頁
）

す
な
わ
ち
、
安
部
は
ア
メ
リ
カ
の
「
帝
国
主
義
」
の
内
部
に
は
還
元
さ

れ
え
な
い
「
孤
独
な
民
主
主
義
」
、「
人
民
神
話
」
を
見
い
だ
し
て
い
る
の

だ
。
そ
の
「
人
民
神
話
」
の
例
と
し
て
、
安
部
は
「
タ
ウ
ン
・
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
」（Tow

n
m

eeting

）
な
ど
の
ア
メ
リ
カ
の
「
ロ
ー
カ
ル
な
直
接
民
主
制
」

を
評
価
し
て
い
る
（
四
四
〇
頁
）
。
つ
ま
り
、
安
部
は
ソ
連
／
ア
メ
リ
カ
、

東
側
／
西
側
、
共
産
主
義
／
資
本
主
義
と
い
う
二
項
対
立
に
基
づ
く
冷
戦

構
造
を
超
え
て
、
ア
メ
リ
カ
の
内
部
に
「
ロ
ー
カ
ル
な
直
接
民
主
制
」
を

発
見
し
て
い
る
の
だ
。
こ
こ
で
示
唆
さ
れ
る
の
は
、
安
部
が
ア
メ
リ
カ
の

「
ロ
ー
カ
ル
な
直
接
民
主
制
」
を
サ
ル
ト
ル
の
実
存
主
義
を
媒
介
に
し
て

発
見
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

安
部
の
言
う
「
ロ
ー
カ
ル
な
直
接
民
主
制
」
と
は
実
存
主
義
的
な
自
由

を
体
現
す
る
も
の
で
あ
り
、
常
に
新
し
い
存
在
へ
と
自
己
差
異
化
し
て
い

く
文
化
そ
の
も
の
で
あ
ろ
う

。「
ア
メ
リ
カ
発
見
」
に
お
い
て
、
こ
の
「
ロ

(21)

ー
カ
ル
な
直
接
民
主
制
」
と
い
う
言
葉
は
ア
メ
リ
カ
の
「
人
民
神
話
」
を

指
す
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
安
部
の
言
葉
を
用
い
て
次
の
よ
う

に
そ
の
概
念
を
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
「
ロ
ー
カ
ル

な
直
接
民
主
制
」
と
は
、
①
「
解
放
さ
れ
た
自
由
な
「
人
民
」
と
い
う
伝

説
」（
四
三
九
頁
）
や
「
政
治
参
加
の
平
等
と
い
う
原
則
」（
四
四
〇
頁
）
に
も

と
づ
い
た
「
人
民
神
話
」
で
あ
る
。
そ
し
て
、
②
ア
メ
リ
カ
と
い
う
国
家

の
「
帝
国
主
義
に
利
用
さ
れ
、
窒
息
し
か
か
っ
た
孤
独
な
民
主
主
義
」（
四

四
一
頁
）
で
あ
り
、
③
「
在
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
作
ら
れ
た
も
の
」（
対

自
存
在
）
と
し
て
「
誰
の
母
国
に
も
な
か
っ
た
新
し
い
形
式
」
が
「
風
俗

化
」（
四
四
二
頁
）
し
た
大
衆
文
化
で
あ
る
。
そ
し
て
、
④
そ
れ
は
黒
人
と

い
う
「
被
支
配
民
族
」
の
文
化
を
「
抵
抗
な
く
受
け
入
れ
、
同
化
し
き
っ

た
」（
四
四
二
頁
）
も
の
で
あ
っ
た
。
簡
単
に
言
え
ば
、「
ロ
ー
カ
ル
な
直
接

民
主
制
」
と
は
、
帝
国
主
義
に
抑
圧
さ
れ
つ
つ
も
、
ア
メ
リ
カ
の
大
衆
文

化
に
存
在
す
る
、
実
存
主
義
的
な
「
孤
独
な
民
主
主
義
」
の
こ
と
な
の
だ
。

安
部
が
「
人
民
神
話
」
に
言
及
す
る
際
に
紹
介
さ
れ
る
黒
人
文
化
の
一

例
が
、
前
述
し
た
ジ
ャ
ズ
な
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
か
ら
、
ジ
ャ
ズ
を
め
ぐ

っ
て
安
部
と
サ
ル
ト
ル
の
差
異
が
見
い
だ
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
サ
ル
ト
ル

は
『
サ
ル
ト
ル
全
集
第
一
一
巻

―
シ
チ
ュ
ア
シ
オ
ン

ア
メ
リ
カ
論
』

に
収
録
さ
れ
た
エ
ッ
セ
イ
「
植
民
地
的
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
」（"N

ew
Y

ork,ville

colonial,"
1949

）
に
お
い
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
摩
天
楼
や
ジ
ャ
ズ
が
「
未

来
よ
り
も
多
く
の
過
去
を
そ
の
中
に
蔵
し
て
い
る
」
こ
と
を
「
過
去
の
憂

鬱
」
と
し
て
否
定
的
に
書
い
て
い
る

。
そ
れ
に
対
し
、
安
部
は
「
ア
メ

(22)

リ
カ
発
見
」
に
お
い
て
、
ジ
ャ
ズ
と
い
う
大
衆
芸
術
そ
の
も
の
が
「
形
骸

化
」
し
て
い
る
と
い
う
サ
ル
ト
ル
の
発
言
を
批
判
し
て
い
る
（
四
四
二
頁
）
。

す
な
わ
ち
、
サ
ル
ト
ル
が
ジ
ャ
ズ
を
「
過
去
」
の
象
徴
と
見
た
の
と
は
対

照
的
に
、
安
部
は
常
に
新
し
い
存
在
へ
と
自
己
差
異
化
し
て
い
く
「
対
自
」

の
象
徴
と
し
て
ジ
ャ
ズ
に
言
及
し
て
い
る
の
だ
。
こ
こ
に
は
、
サ
ル
ト
ル

の
実
存
主
義
を
応
用
し
な
が
ら
も
、
サ
ル
ト
ル
の
ア
メ
リ
カ
論
を
越
え
よ
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う
と
す
る
安
部
の
可
能
性
の
中
心
が
あ
る
と
言
っ
て
も
よ
い
。

四
、
ア
メ
リ
カ
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
社
会
主
義
と
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム

―
鶴
見
俊
輔
を
読
む
安
部
公
房

安
部
が
、
こ
の
「
ロ
ー
カ
ル
な
直
接
民
主
制
」
に
言
及
す
る
際
に
引
用

し
た
の
が
、
前
述
し
た
『
岩
波
講
座
現
代
思
想

第
六
巻

―
民
衆
と
自

由
』
で
あ
っ
た
。
「
ア
メ
リ
カ
発
見
」
で
は
、
こ
の
著
作
に
収
録
さ
れ
た

鶴
見
俊
輔
（
一
九
二
二
―
二
〇
一
五
年
）
の
「
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
の
発
達
概

説
」
へ
の
言
及
が
為
さ
れ
て
い
た
。

鶴
見
は
戦
前
、
ア
メ
リ
カ
留
学
を
行
な
っ
て
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
（H

arvard

U
niversity

）
で
哲
学
を
専
攻
し
、
姉
で
あ
る
鶴
見
和
子
（
一
九
一
八
―
二
〇
〇

六
年
）
と
共
に
戦
時
中
の
日
本
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
（Fascism

）
に
批
判
的
な
思

想
を
持
つ
と
い
う
、
特
異
な
家
族
的
背
景
と
留
学
経
験
を
持
っ
た
知
識
人

で
あ
っ
た

。
一
九
四
六
年
に
鶴
見
俊
輔
は
鶴
見
和
子
、
丸
山
眞
男
、
武

(23)

谷
三
男
（
一
九
一
一
―
二
〇
〇
〇
年
）
、
武
田
清
子
（
一
九
一
七
―
二
〇
一
八
年
）
、

都
留
重
人
（
一
九
一
二
―
二
〇
〇
六
年
）
、
渡
辺
慧
（
一
九
一
〇
―
一
九
九
三
年
）

と
共
に
「
思
想
の
科
学
研
究
会
」
を
発
足
し
、
雑
誌
『
思
想
の
科
学
』（
一

九
四
六
年
五
月
―
一
九
九
六
年
五
月
）
が
創
刊
さ
れ
た
。「
思
想
の
科
学
研
究
会
」

か
ら
は
、
思
想
の
科
学
研
究
会
編
『
ア
メ
リ
カ
思
想
史
』
全
四
巻
（
日
本

評
論
社
、
一
九
五
〇
年
六
月
―
一
九
五
一
年
一
月
）
や
思
想
の
科
学
研
究
会
編
『
デ

ュ
ー
イ
研
究

―
ア
メ
リ
カ
的
考
え
方
の
批
判
』（
春
秋
社
、
一
九
五
二
年
七

月
）
が
出
版
さ
れ
て
お
り
、
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
（Pragm

atism

）

な
ど
の

ア
メ
リ
カ
思
想
や
、
ア
メ
リ
カ
の
映
画
や
テ
レ
ビ
と
い
っ
た
大
衆
文
化
が

考
察
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
。
安
部
公
房
の
エ
ッ
セ
イ
「
ア
メ
リ
カ
発
見
」

も
ま
た
、
同
時
代
の
ア
メ
リ
カ
の
大
衆
文
化
の
日
本
で
の
受
容
を
、
実
存

主
義
や
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
を
媒
介
に
し
て
吟
味
す
る
批
評
と
な
っ
て
お

り
、
鶴
見
俊
輔
ら
の
「
思
想
の
科
学
研
究
会
」
と
問
題
意
識
を
共
有
し
て

い
た
と
言
っ
て
も
よ
い
。

次
に
、
安
部
が
鶴
見
の
文
章
を
ど
の
よ
う
に
参
照
し
て
い
る
の
か
を
確

認
す
る
た
め
、「
ア
メ
リ
カ
発
見
」
の
一
部
分
を
引
用
す
る
。

「
（
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
は
）
…
…
ド
イ
ツ
観
念
論
か
ら
発
し
て
主

義
に
よ
っ
て
明
確
に
体
系
化
さ
れ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
の
社
会
主
義

に
見
お
と
さ
れ
て
い
る
多
く
の
良
い
も
の
を
持
っ
て
い
た
。
だ
が
同

時
に
、
世
界
史
の
発
達
段
階
に
つ
い
て
の
把
握
、
個
人
の
意
志
と
は

独
立
に
歴
史
を
推
進
す
る
力
と
し
て
の
経
済
的
諸
力
に
つ
い
て
の
認

識
を
欠
く
と
い
う
、
ア
メ
リ
カ
の
社
会
主
義
思
想
に
独
自
の
盲
点
を

と
も
な
っ
て
い
た
。
」（
鶴
見
俊
輔
『
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
の
發
達
概
説
』

―

「
現
代
思
想
」
）。（
四
四
〇
頁
）

こ
の
箇
所
で
は
、
安
部
が
「
（
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
は
）
…
…
」
と
い

う
よ
う
に
、鶴
見
の
文
章
を
省
略
し
て
い
る
箇
所
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
れ
で
は
次
に
、
安
部
が
参
照
し
た
鶴
見
俊
輔
の
「
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム

の
発
達
概
説
」
に
お
け
る
当
該
箇
所
を
引
用
す
る
こ
と
で
、
安
部
の
鶴
見

受
容
を
考
察
し
た
い
。

初
期
の
ア
メ
リ
カ
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
社
会
主
義
の
実
験
に
参
加
し
た
大
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ヘ
ン
リ
ー
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
や
ブ
ロ
ン
ソ
ン
・
オ
ル
コ
ッ
ト
を
ふ
く
め

て
、
エ
マ
ソ
ン
、
ソ
ロ
ー
、
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
、
オ
ル
コ
ッ
ト
、
大
ジ

ェ
イ
ム
ズ
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
、
デ
ュ
ー
イ
、
ミ
ー
ド
に
至
る
ア
メ
リ
カ

思
想
史
の
中
に
お
け
る
独
自
の
社
会
主
義
の
潮
流
を
考
え
る
こ
と
が

で
き
よ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
ア
メ
リ
カ
的
社
会
主
義
は
、
つ
ね
に
多

元
主
義
の
前
提
の
上
に
た
ち
、
開
か
れ
た
未
来
へ
の
信
仰
を
も
ち
、

個
人
尊
重
、
創
意
尊
重
の
気
風
を
と
も
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
点

で
は
、
ド
イ
ツ
観
念
論
か
ら
発
し
て
マ
ル
ク
ス
主
義
に
よ
っ
て
明
確

に
体
系
化
さ
れ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
の
社
会
主
義
に
見
お
と
さ
れ
て

い
る
多
く
の
良
い
も
の
を
持
っ
て
い
た
。
だ
が
同
時
に
、
世
界
史
の

発
達
段
階
に
つ
い
て
の
把
握
、
個
人
の
意
志
と
は
独
立
に
歴
史
を
推

進
す
る
力
と
し
て
の
経
済
的
諸
力
に
つ
い
て
の
認
識
を
欠
く
と
い

う
、
ア
メ
リ
カ
の
社
会
主
義
思
想
に
独
自
の
盲
点
を
と
も
な
っ
て
い

た
。
(24)

引
用
元
の
鶴
見
の
文
章
で
は
、
「
初
期
の
ア
メ
リ
カ
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
社

会
主
義
の
実
験
に
参
加
し
た
」
作
家
と
し
て
ラ
ル
フ
・
ワ
ル
ド
・
エ
マ
ー

ソ
ン
（Ralph

W
aldo

Em
erson,1803-1882

）
や
ヘ
ン
リ
ー
・
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・

ソ
ロ
ー
（H

enry
D

avid
Thoreau,

1817-1862

）

ら
が
挙
げ
ら
れ
、「
独
自
の
社

会
主
義
の
潮
流
」
、「
ア
メ
リ
カ
的
社
会
主
義
」
へ
の
言
及
が
あ
る
こ
と
は

注
目
に
値
す
る
。
す
な
わ
ち
、
安
部
の
言
う
「
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
」
と

は
「
初
期
の
ア
メ
リ
カ
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
社
会
主
義
」
を
指
す
も
の
な
の
だ
。

の
ち
に
鶴
見
は
「
方
法
と
し
て
の
ア
ナ
キ
ズ
ム
」（
『
展
望
』
一
九
七
〇
年
一
一

月
号
）
に
お
い
て
ソ
ロ
ー
を
ア
ナ
キ
ス
ト
と
し
て
評
価
し
て
お
り
、
こ
の

こ
と
か
ら
も
、
鶴
見
と
安
部
が
、
従
来
の
ツ
リ
ー
型
の
「
マ
ル
ク
ス
主
義
」

を
相
対
化
す
る
よ
う
な
視
座
を
、
ア
メ
リ
カ
を
媒
介
に
し
て
見
い
だ
し
て

い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

以
上
の
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
に
従
来
の
「
正
統
派
マ
ル
ク
ス
主
義
」
を
乗

り
越
え
る
も
の
を
見
い
だ
す
傾
向
は
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
ポ
ス
ト
モ

ダ
ン
（Postm

odern

）
に
も
存
在
す
る
。
例
え
ば
、
批
評
家
、
柄
谷
行
人
（
一

九
四
一
年
―
）
は
『
哲
学
の
起
源
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
二
年
一
一
月
）
に
お
い

て
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
に
お
け
る
「
無
支
配
」
を
意
味
す
る
「
イ
ソ
ノ
ミ
ア
」

（Isonom
ia

）
を
ア
メ
リ
カ
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
に
お
け
る
「
遊
動
性
」
な
ど

に
見
い
だ
し
て
い
る

。
(25)

か
つ
て
上
野
俊
哉
（
一
九
六
二
年
―
）
は
『
思
想
の
不
良
た
ち

―1950

年
代

も
う
一
つ
の
精
神
史
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
三
年
三
月
）
に
お
い
て
、

日
本
の
フ
ラ
ン
ス
の
戦
後
思
想
の
関
係
性
を
、
「
ト
ラ
ン
ス
ロ
ー
カ
ル
」

（Translocal

）
な
横
断
性
と
し
て
示
し
た
が

、
本
論
に
お
い
て
も
安
部
や

(26)

鶴
見
と
フ
ラ
ン
ス
の
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
思
想
と
の
「
ト
ラ
ン
ス
ロ
ー
カ
ル
」

な
結
び
つ
き
を
示
し
た
い
。
ジ
ル
・
ド
ゥ
ル
ー
ズ
（G

illes
D

eleuze,

1925-1995

）
は
『
批
評
と
臨
床
』（C

ritique
etC

linique,1993

）
に
お
い
て
、「
ア

メ
リ
カ
人
の
使
命
」
を
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
ア
メ
リ
カ
人
の
使
命
と
は
、
「
昔
な
が
ら
の
国
家
機
密
」

を
、
つ
ま
り
国
民
だ
と
か
、
家
族
だ
と
か
、
遺
産
だ
と
か
、
父
親
だ

と
か
を
再
構
築
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
な
に
よ
り
も
世
界
を
、
兄
弟

の
社
会
を
、
人
間
と
財
の
連
邦
を
、
ア
ナ
ー
キ
ス
ト
と
し
て
の
個
人

か
ら
成
る
共
同
体
を
構
築
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
ジ
ェ
フ
ァ
ー
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ソ
ン
や
ソ
ロ
ー
や
メ
ル
ヴ
ィ
ル
に
よ
っ
て
植
え
付
け
ら
れ
た
使
命
で

あ
る
。
(27)

ド
ゥ
ル
ー
ズ
が
こ
こ
で
「
ア
ナ
ー
キ
ス
ト
と
し
て
の
個
人
か
ら
成
る
共

同
体
を
構
築
す
る
こ
と
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
は
、
鶴
見
、
安
部
、
ド
ゥ

ル
ー
ズ
、
柄
谷
と
い
う
自
由
な
社
会
主
義
、
「
ア
ナ
キ
ズ
ム
」
の
水
脈
が

あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
言
っ
て
も
よ
い
。
以
上
の
こ
と
は
、
一
九

五
〇
年
代
の
安
部
が
サ
ル
ト
ル
と
鶴
見
を
媒
介
に
す
る
こ
と
で
、
従
来
の

「
正
統
派
マ
ル
ク
ス
主
義
」
を
越
え
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
ア
メ
リ
カ
の
「
ロ
ー
カ
ル
な
直
接
民
主
制
」
と

「
人
民
神
話
」
を
表
現
す
る
「
大
衆
文
化
」
と
し
て
、
安
部
が
ジ
ャ
ズ
だ

け
で
な
く
「
推
理
小
説
に
お
け
る
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
」
や
「
映
画
に
お
け

る
セ
ミ
・
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
」
、「
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
ス
」
に
言
及
し
て
い

る
こ
と
は
特
筆
に
値
す
る
（
四
四
三
―
四
四
四
頁
）
。
と
い
う
の
も
、「
セ
ミ
・

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
」
や
「
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
」
と
い
っ
た
「
大
衆
文
化
」

の
ジ
ャ
ン
ル
は
、
安
部
が
一
九
六
〇
年
代
に
『
砂
の
女
』
や
『
燃
え
つ
き

た
地
図
』と
い
っ
た
作
品
を
執
筆
す
る
際
に
用
い
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

こ
う
い
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
大
衆
的
な
表
現
形
式
は
、
如
何
に
一
九
六
〇
年

代
の
安
部
に
よ
っ
て
受
容
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

五
、
一
九
六
〇
年
代
に
お
け
る
「
都
市
」
、「
ア
メ
リ
カ
」
、「
ア
ナ
キ
ズ
ム
」

か
つ
て
石
川
巧
は
高
度
経
済
成
長
期
（
一
九
五
四
―
一
九
七
三
年
）
に
「
国

家
・
民
族
・
伝
統
と
い
っ
た
枠
組
み
で
思
考
す
る
こ
と
を
止
め
」
た
作
家

と
し
て
安
部
公
房
の
名
を
挙
げ
て
い
た
が

、
そ
の
背
景
に
は
一
九
六
〇

(28)

年
代
の
都
市
化
が
あ
っ
た
と
言
っ
て
も
よ
い
。
一
九
七
二
年
に
田
中
角
栄

（
一
九
一
八
―
一
九
九
三
年
）
が
『
日
本
列
島
改
造
論
』（
日
刊
工
業
新
聞
社
、
一

九
七
二
年
六
月
）
に
お
い
て
地
方
の
都
市
化
を
提
唱
し
た
よ
う
に
、
一
九
六

〇
年
代
に
は
「
向
都
離
村
」
が
生
じ
、
一
九
七
〇
年
代
に
は
地
方
の
都
市

化
が
行
な
わ
れ
て
い
く

。
(29)

こ
う
い
っ
た
都
市
化
が
進
む
に
つ
れ
、
「
都
市
」
を
め
ぐ
る
同
時
代
言

説
も
ま
た
生
成
さ
れ
て
い
く
。
例
え
ば
、
一
九
六
八
年
に
は
「
マ
ル
ク
ス

主
義
」
系
歴
史
学
者
、
羽
仁
五
郎
（
一
九
〇
一
―
一
九
八
三
年
）
の
『
都
市
の

論
理
』（
勁
草
書
房
、
一
九
六
八
年
七
月
）
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
て
い
る
。

も
っ
と
も
、
苅
部
直
が
述
べ
た
よ
う
に
、
羽
仁
の
「
都
市
」
が
「
マ
ル
ク

ス
主
義
」
的
で
あ
る
と
い
う
点
で
、
安
部
の
「
都
市
」
と
は
差
異
が
あ
る

だ
ろ
う

。
し
か
し
、
フ
ラ
ン
ス
の
「
マ
ル
ク
ス
主
義
」
系
社
会
学
者
ア

(30)

ン
リ
・
ル
フ
ェ
ー
ブ
ル
（H

enriLefebvre,1901-1991

）
が
『
都
市
へ
の
権
利
』

（Le
droit

à
la

ville,1968

）

に
お
い
て
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
「
新
し
い

人
間
主
義
」
の
舞
台
と
し
て
「
都
市
」
を
提
示
し
た
よ
う
に
、
一
九
六
〇

年
代
に
「
都
市
」
が
「
革
命
」
の
場
と
し
て
見
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
言
っ
て
も
よ
い

。
当
時
の
「
盛
り
場
」
で
あ
っ
た
新
宿
で
は
、「
新
宿

(31)

騒
乱
」（
一
九
六
八
年
一
〇
月
二
一
日
）
な
ど
ベ
ト
ナ
ム
反
戦
運
動
や
学
生
運

動
が
展
開
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
唐
十
郎
（
一
九
四
〇
年
―
）
な
ど
の
ア
ン

グ
ラ
演
劇
が
行
な
わ
れ
て
お
り
、
新
宿
に
代
表
さ
れ
る
「
都
市
」
は
政
治

的
／
芸
術
的
に
も
革
新
的
な
空
間
で
あ
っ
た

。
ま
た
、
西
川
長
夫
に
よ

(32)

れ
ば
、
ル
フ
ェ
ー
ブ
ル
の
唱
え
た
「
祭
り
」
と
「
自
主
管
理
」
が
五
月
革

命
に
影
響
を
与
え
た
と
い
う
が
、
こ
の
こ
と
は
「
マ
ル
ク
ス
主
義
」
の
内

部
に
「
自
主
管
理
」
と
い
う
「
ア
ナ
キ
ズ
ム
」
的
な
要
素
が
あ
る
こ
と
を
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示
唆
し
て
い
る

。
(33)

同
様
に
、
安
部
の
エ
ッ
セ
イ
集
『
内
な
る
辺
境
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
七

一
年
一
一
月
）
に
お
い
て
提
示
さ
れ
た
の
は
、「
国
家
」
を
内
部
か
ら
破
壊

す
る
「
内
な
る
辺
境
」
と
し
て
の
「
都
市
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
都
市
」

と
は
、「
国
家
」
に
よ
っ
て
領
土
化
さ
れ
た
「
条
理
空
間
」（espace

Strié

）

で
は
な
く
、
む
し
ろ
脱
領
土
化
さ
れ
た
ア
ナ
ー
キ
ー
な
「
平
滑
空
間
」

（espace
lisse

）
だ
と
言
っ
て
も
よ
い
。
か
つ
て
絓
秀
実
（
一
九
四
九
年
―
）

は
当
時
の
学
生
運
動
に
つ
い
て
、
「
条
理
空
間
か
ら
平
滑
空
間
へ
」
と
述

べ
た
が

、
こ
の
こ
と
は
「
都
市
」
を
変
革
の
た
め
の
空
間
と
捉
え
た
『
内

(34)

な
る
辺
境
』と
学
生
運
動
が
パ
ラ
レ
ル
な
関
係
に
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。

す
な
わ
ち
、
安
部
に
と
っ
て
学
生
運
動
を
行
う
若
者
た
ち
は
「
都
市
の
遊

牧
民
」
な
の
だ
っ
た
。
ジ
ル
・
ド
ゥ
ル
ー
ズ

フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・
ガ
タ
リ

&

（Pierre-Félix
G

uattari,
1930-1992

）

は
『
千
の
プ
ラ
ト
ー

―
資
本
主
義
と

分
裂
症
』（M

ille
Plateaux:

Capitalism
e

etschizophrenie
2,1980

）

に
お
い
て
、

「
都
市
の
遊
牧
民
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

砂
漠
で
あ
ろ
う
と
草
原
で
あ
ろ
う
と
海
で
あ
ろ
う
と
、
条
理
化
し
て

住
む
こ
と
が
で
き
る
。
都
市
に
お
い
て
さ
え
平
滑
的
に
住
む
こ
と
、

都
市
の
遊
牧
民
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
（
た
と
え
ば
、
ク
リ
シ
ー
や

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
で
の
ヘ
ン
リ
ー
・
ミ
ラ
ー
の
散
歩
は
平
滑
空
間
で
の

遊
牧
民
的
移
動
で
あ
り
、ミ
ラ
ー
は
都
市
が
一
つ
の
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、

速
度
の
微
分
、
遅
滞
と
加
速
、
方
向
転
換
、
連
続
変
化
を
吐
き
出
す

よ
う
に
促
す
の
だ
。
ビ
ー
ト
ニ
ク
は
ミ
ラ
ー
に
多
く
の
も
の
を
負
っ

て
い
る
が
、
彼
ら
は
彼
ら
で
ま
た
方
向
を
変
え
、
都
市
外
の
空
間
の

新
し
い
使
用
法
を
作
り
出
す
だ
ろ
う
。
(35)

ド
ゥ
ル
ー
ズ

ガ
タ
リ
の
言
葉
で
言
え
ば
、
安
部
は
「
都
市
に
お
い
て

&

さ
え
平
滑
的
に
住
む
こ
と
、
都
市
の
遊
牧
民
と
な
る
こ
と
」
を
目
指
し
て

い
た
と
言
っ
て
も
よ
い
。
安
部
の
『
燃
え
つ
き
た
地
図
』（
新
潮
社
、
一
九

六
七
年
九
月
）
に
お
い
て
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
よ
う
な
「
都
市
」
を

舞
台
に
し
た
「
失
踪
」
で
あ
っ
た
。『
燃
え
つ
き
た
地
図
』
で
は
、
失
踪

者
を
探
す
探
偵
が
逆
説
的
に
「
失
踪
」
す
る
ま
で
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ

し
て
、
安
部
が
「
探
偵
小
説
」
や
「
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
」
と
い
っ
た
ジ
ャ

ン
ル
を
受
容
す
る
際
に
参
照
し
た
の
が
、
エ
ド
ガ
ー
・
ア
ラ
ン
・
ポ
ー

（EdgarA
llan

Poe,1809-1849

）
や
ダ
シ
ー
ル
・
ハ
メ
ッ
ト
（D

ashiellH
am

m
ett,

1894-1961

）
と
い
っ
た
ア
メ
リ
カ
文
学
で
あ
っ
た

。
こ
の
こ
と
が
示
唆
す

(36)

る
の
は
、
安
部
の
「
ア
メ
リ
カ
発
見
」
の
言
葉
で
言
え
ば
、
ま
さ
に
「
文

化
」
と
し
て
の
ア
メ
リ
カ
を
と
お
し
て
、
「
国
家
」
か
ら
の
「
失
踪
」
が

行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
安
部
の
「
ア
ナ
キ
ズ

ム
」
は
ア
メ
リ
カ
文
学
を
媒
介
に
し
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
言
っ

て
も
よ
い
。

安
部
が
用
い
た
「
都
市
」
と
い
う
言
葉
は
、
イ
ギ
リ
ス
文
学
の
伝
統
に

お
い
て
は
「
都
市
」
／
「
田
舎
」
と
い
う
二
項
対
立
に
も
と
づ
い
て
用
い

ら
れ
て
き
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
「
マ
ル
ク
ス
主
義
」
系
批
評
家
レ
イ
モ
ン
ド
・

ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
（Raym

ond
W

illiam
s,

1921-1988

）

の
『
田
舎
と
都
会
』（The

Country
and

the
C

ity,
1973

）

に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
二
分
法
は
イ

ギ
リ
ス
文
学
に
顕
著
な
も
の
で
あ
っ
た
。
安
部
は
「
都
市
」
の
特
質
を
、

そ
の
移
動
性
に
求
め
て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な
移
動
性
は
ま
た
、
ア
メ
リ
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カ
文
学
の
特
質
と
も
言
え
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

一
九
六
〇
年
代
初
頭
の
「
都
市
」
へ
の
人
口
集
中
が
進
む
時
代
に
、
安

部
は
『
砂
の
女
』（
新
潮
社
、
一
九
六
二
年
六
月
）
に
お
い
て
「
沙
漠
」
を
描

い
て
い
た
。「
都
市
」
と
の
対
比
に
お
い
て
「
沙
漠
」
を
描
く
こ
と
は
、

イ
ギ
リ
ス
文
学
の
よ
う
に
「
都
市
」
に
対
し
て
「
田
舎
」
を
描
く
よ
う
な

も
の
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
。『
砂
の
女
』
に
お
い
て
は
、

「
沙
漠
」
の
部
落
に
お
い
て
、
「
愛
郷
精
神
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て

い
る
よ
う
に

、
こ
れ
は
「
都
市
」
に
対
し
て
「
ロ
ー
カ
ル
」
な
「
田
舎
」

(37)

で
あ
る
と
言
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
沙
漠
」
は
「
都
市
」
／
「
田
舎
」

と
い
っ
た
二
項
対
立
に
は
還
元
さ
れ
え
な
い
も
の
と
し
て
描
か
れ
て
い

る
。
そ
れ
は
、
「
辺
境
」
と
し
て
の
「
都
市
」
と
の
同
質
性
が
「
沙
漠
」

に
見
い
だ
さ
れ
て
い
る
点
、
そ
し
て
、
主
人
公
が
定
着
的
な
「
田
舎
」
と

し
て
の
部
落
に
対
し
て
距
離
を
取
っ
て
お
り
、「
沙
漠
」
で
の
流
動
と
い

う
ノ
マ
ド
ロ
ジ
ー
が
提
示
さ
れ
て
い
る
点
に
お
い
て
、
「
都
市
」
／
「
田

舎
」
と
い
う
二
項
対
立
に
は
収
ま
り
き
ら
な
い
の
だ

。
(38)

以
上
の
こ
と
が
指
し
示
す
の
は
、
安
部
が
イ
ギ
リ
ス
文
学
研
究
や
ア
メ

リ
カ
文
学
研
究
に
お
け
る
「
都
市
」
／
「
田
舎
」
と
い
う
二
項
対
立
を
受

容
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
改
変
し
、
「
国
家
」
に
対
抗
す
る
も
の
と
し
て

「
都
市
」
と
「
辺
境
」
を
描
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
一
九
六
〇
年
代
に
安
部
は
「
ア
ナ
キ
ズ
ム
」
に
接
近
す
る

の
だ
が
、
こ
れ
を
同
時
代
の
「
ア
ナ
キ
ズ
ム
」
の
文
脈
に
お
い
て
、
ど
の

よ
う
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
一
九
六
〇
年
代
は
、「
ア

ナ
キ
ズ
ム
」
が
再
び
脚
光
を
浴
び
る
時
代
で
あ
っ
た
。
具
体
的
に
は
学
生

運
動
が
活
発
化
す
る
こ
と
で
、「
ア
ナ
キ
ズ
ム
」
系
の
セ
ク
ト
が
出
現
し
、

ま
た
、
思
想
史
の
分
野
で
も
従
来
と
は
異
な
っ
た
新
た
な
「
ア
ナ
キ
ズ
ム
」

論
が
提
示
さ
れ
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。
当
時
は
ジ
ョ
ー
ジ
・
ウ
ド
コ
ッ
ク

『
ア
ナ
キ
ズ
ム
』（Anarchism

:
A

H
istory

of
Libertarian

Ideas
and

M
ovem

ents,

1962

）
の
日
本
語
訳
『
ア
ナ
キ
ズ
ム
』
全
二
巻
（
白
井
厚
訳
、
紀
伊
国
屋
書
店
、

一
九
六
八
年
六
月
）
な
ど
、
「
ア
ナ
キ
ズ
ム
」
研
究
で
は
基
本
的
な
文
献
が

出
版
さ
れ
始
め
て
い
た
。
そ
し
て
批
評
と
し
て
は
、
戦
後
民
主
主
義
者
で

あ
る
小
児
科
医
、
松
田
道
雄
（
一
九
〇
八
―
一
九
九
八
年
）
と
、
当
時
、
ベ
平

連
（
ベ
ト
ナ
ム
に
平
和
を
！
市
民
連
合
、
一
九
六
五
―
一
九
七
四
年
）
で
ベ
ト
ナ
ム

反
戦
運
動
を
行
っ
て
い
た
鶴
見
俊
輔
の
著
作
に
お
い
て
、「
ア
ナ
キ
ズ
ム
」

を
め
ぐ
る
言
説
が
提
示
さ
れ
た
と
言
っ
て
も
よ
い

。
松
田
の
著
作
は
こ

(39)

れ
ま
で
「
ア
ナ
キ
ズ
ム
」
関
連
の
思
想
史
か
ら
は
漏
れ
て
き
た
三
好
十
郎

（
一
九
〇
二
―
一
九
五
八
年
）
や
埴
谷
雄
高
（
一
九
〇
九
―
一
九
九
七
年
）
と
い
っ

た
作
家
を
ア
ナ
キ
ス
ト
と
し
て
評
価
し
て
お
り

、
従
来
の
「
ア
ナ
キ
ズ

(40)

ム
」
を
刷
新
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
松
田
が
「
正
統
派
マ
ル
ク

ス
主
義
」
か
ら
「
ア
ナ
キ
ズ
ム
」
に
接
近
し
た
背
景
に
は
、
ソ
連
の
一
国

社
会
主
義
へ
の
幻
滅
が
あ
っ
た
と
言
っ
て
も
よ
い

。
(41)

同
様
の
プ
ロ
セ
ス
が
安
部
の
文
学
活
動
に
も
見
い
だ
さ
れ
、
安
部
が
一

九
五
六
年
の
東
欧
旅
行
を
境
に
し
て
日
本
共
産
党
へ
の
懐
疑
を
深
め
、
そ

の
後
、
一
九
六
二
年
に
除
名
、
一
九
六
八
年
に
ソ
連
が
「
プ
ラ
ハ
の
春
」

（Prague
Spring

）
に
軍
事
介
入
を
行
っ
た
際
に
は
、
ソ
連
と
い
う
「
国
家
」

へ
の
批
判
を
行
う
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
は
、
安
部
が
「
資
本
」
だ
け
で
な

く
「
国
家
」
に
対
し
て
も
批
判
の
目
を
向
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
同

じ
一
九
六
〇
年
代
に
ア
メ
リ
カ
は
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
を
行
っ
て
お
り
、
安
部

は
そ
の
よ
う
な
戦
争
を
行
う
「
国
家
」
そ
の
も
の
を
批
判
し
て
い
る
の
だ
。
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以
上
の
よ
う
に
、
一
九
六
〇
年
代
に
安
部
が
「
ア
ナ
キ
ズ
ム
」
に
近
づ

く
と
い
う
事
実
を
迂
回
し
て
、
安
部
の
エ
ッ
セ
イ
「
ア
メ
リ
カ
発
見
」
を

い
か
に
読
み
直
す
こ
と
が
可
能
と
な
る
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い

の
は
、
こ
の
エ
ッ
セ
イ
が
一
九
六
〇
年
代
に
改
稿
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。「
ア
メ
リ
カ
発
見
」
は
初
出
の
『
中
央
公
論
』
一
九
五
七
年
一
一
月

号
に
掲
載
さ
れ
た
の
ち
に
、
エ
ッ
セ
イ
集
『
猛
獣
の
心
に
計
算
機
の
手
を
』

（
平
凡
社
、
一
九
五
七
年
一
二
月
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
一
九
六
〇
年
代

に
『
砂
漠
の
思
想
』（
講
談
社
、
一
九
六
五
年
一
〇
月
）

に
収
録
さ
れ
る
際
に

改
稿
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
次
に
、
改
稿
前
の
エ
ッ
セ
イ
の
最
後

の
二
段
落
を
引
用
す
る
。

既
成
の
概
念
を
ふ
り
す
て
て
、
現
実
を
直
視
し
て
み
よ
う
。
明
治

権
力
の
形
成
過
程
な
ど
に
つ
い
て
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
流
の
民
主
化
概

念
で
説
明
し
き
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、
ア
メ
リ
カ
の
特
殊
性
と

対
応
さ
せ
て
み
た
り
す
る
こ
と
で
、
案
外
新
し
い
発
見
が
あ
り
う
る

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
良
い
と
思
わ
れ
て
い
た
も
の
が
、
案
外
つ
ま

ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た
り
、
つ
ま
ら
な
い
と
思
わ
れ
た
も
の
に
、
か

え
っ
て
貴
重
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
か
く
さ
れ
て
い
た
り
す
る
こ
と
も
、

十
分
に
あ
り
う
る
わ
け
で
あ
る
。

も
っ
と
も
日
本
の
ア
メ
リ
カ
ナ
イ
ズ
に
は
、

な
ど
が
手
を

C
I
A

う
っ
て
よ
ろ
こ
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
な
る
ほ
ど
い
さ
さ
か
、

気
に
な
り
は
す
る
。
し
か
し
、
日
本
人
の
こ
と
は
日
本
に
ま
か
せ
て

も
ら
い
た
い
と
い
う
点
で
、
気
に
か
か
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
彼
ら
の

評
価
や
判
断
な
ど
は
、
や
は
り
問
題
に
す
る
に
足
ら
な
い
の
だ
と
思

う
。

―
悪
を
な
さ
ん
と
欲
し
て
善
を
な
す
の
は
、
何
も
メ
フ
ィ
ス

ト
フ
ェ
レ
ス
だ
け
と
は
か
ぎ
ら
な
い
の
だ
。
も
し
か
し
す
る
と
、
そ

の

の
役
人
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ぶ
れ
し
て
い
て
、
ア
メ
リ
カ
ニ

C
I
A

ズ
ム
に
内
包
さ
れ
て
い
る
人
民
性
に
は
気
づ
い
て
い
な
い
の
か
も
し

れ
な
い
。（
四
四
五
頁
）

こ
の
引
用
箇
所
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
「

」
に
代
表
さ
れ
る
国
家

C
I
A

権
力
は
「
日
本
の
ア
メ
リ
カ
ナ
イ
ズ
」
を
喜
ん
で
い
る
が
、
そ
こ
に
は
国

家
権
力
が
気
づ
か
な
い
「
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
に
内
包
さ
れ
て
い
る
人
民
性
」

が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
占
領
政

策
が
進
め
ら
れ
な
が
ら
も
、
逆
説
的
に
そ
の
よ
う
な
占
領
政
策
を
内
部
か

ら
破
壊
す
る
よ
う
な
「
人
民
性
」
も
ま
た
存
在
し
た
と
い
う
わ
け
だ
。
ま

た
、
こ
の
引
用
箇
所
で
は
、
「
日
本
人
の
こ
と
は
日
本
に
ま
か
せ
て
も
ら

い
た
い
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
一
九
五
〇
年
代
の
「
反

米
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
が
想
起
さ
れ
る
と
言
っ
て
も
よ
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
エ
ッ
セ
イ
の
最
後
の
箇
所
は
一
九
六
〇
年
代
に

大
幅
に
改
稿
さ
れ
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

既
成
の
概
念
を
ふ
り
す
て
て
、
現
実
を
直
視
し
て
み
よ
う
。
明
治

権
力
の
形
成
過
程
な
ど
に
つ
い
て
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
流
の
民
主
化
概

念
で
説
明
し
き
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、
ア
メ
リ
カ
の
特
殊
性
と

対
応
さ
せ
て
み
た
り
す
る
こ
と
で
、
案
外
新
し
い
発
見
が
あ
り
う
る

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

―
悪
を
な
さ
ん
と
欲
し
て
善
を
な
す
の
は
、

な
に
も
メ
フ
ィ
ス
ト
フ
ェ
レ
ス
だ
け
と
は
か
ぎ
ら
な
い
の
で
あ
る
。(42)
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改
稿
後
は
最
終
段
落
が
大
幅
に
書
き
直
さ
れ
て
お
り
、ア
メ
リ
カ
の
「
C

の
役
人
」
や
「
日
本
人
の
こ
と
は
日
本
に
ま
か
せ
て
も
ら
い
た
い
」

I
A

と
い
っ
た
フ
レ
ー
ズ
が
削
除
さ
れ
て
い
る
。
一
九
六
二
年
二
月
七
日
に
安

部
公
房
の
日
本
共
産
党
か
ら
の
除
名
が
公
表
さ
れ
て
お
り

、
エ
ッ
セ
イ

(43)

「
ア
メ
リ
カ
発
見
」
の
改
稿
が
行
わ
れ
た
『
砂
漠
の
思
想
』
が
出
版
さ
れ

た
一
九
六
五
年
一
〇
月
の
時
点
で
、
す
で
に
安
部
は
日
本
共
産
党
か
ら
除

名
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
当
時
の
安
部
は
「
反
米
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」

か
ら
距
離
を
取
り
、
よ
り
自
由
な
立
場
で
批
評
活
動
を
行
な
っ
て
い
た
と

言
っ
て
も
よ
い
。
以
上
の
よ
う
な
一
九
六
〇
年
代
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
背

景
に
、
「
ア
メ
リ
カ
発
見
」
の
改
稿
が
行
わ
れ
る
際
に
は
、
一
九
五
〇
年

代
の
「
反
米
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
を
想
起
さ
せ
る
フ
レ
ー
ズ
が
削
除
さ
れ

て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

六
、
お
わ
り
に

こ
れ
ま
で
一
九
五
〇
年
代
の
文
学
や
思
想
は
、
冷
戦
期
の
「
反
米
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
と
の
関
連
で
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
具
体
的
に

は
、
竹
内
好
や
丸
山
眞
男
は
、
東
ア
ジ
ア
で
勃
興
す
る
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
」
を
受
け
、「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
論
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

同
時
代
に
は
日
本
共
産
党
も
ま
た
「
反
米
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
を
掲
げ
て

お
り
、
左
派
全
体
に
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
の
雰
囲
気
が
あ
っ
た
と
言
っ

て
も
よ
い
。
そ
の
た
め
、
一
九
五
〇
年
代
の
安
部
公
房
の
文
学
作
品
も
ま

た
当
時
の
日
本
共
産
党
の
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
に
還
元
し
て
読
ま
れ
る

傾
向
が
存
在
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
安
部
は
一
九
六
〇
年
代
に
「
ア
ナ

キ
ズ
ム
」
に
接
近
し
て
お
り
、
一
九
五
〇
年
代
の
安
部
の
政
治
性
を
「
マ

ル
ク
ス
主
義
」
や
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
に
還
元
し
て
も
良
い
の
だ
ろ
う

か
。
本
稿
で
は
以
上
の
よ
う
な
問
題
意
識
か
ら
、
安
部
公
房
の
エ
ッ
セ
イ

を
、
同
時
代
の
ア
メ
リ
カ
を
め
ぐ
る
言
説
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
内
部
に
位

置
付
け
て
読
む
作
業
を
行
っ
た
。

戦
後
の
日
本
に
お
い
て
、
ア
メ
リ
カ
の
映
画
や
ド
ラ
マ
、
音
楽
と
い
っ

た
「
大
衆
文
化
」
が
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
と
い
っ
た
メ
デ
ィ
ア
を
と
お
し
て

消
費
さ
れ
て
い
っ
た
よ
う
に
、
一
九
五
〇
年
代
に
は
ア
メ
リ
カ
に
関
す
る

多
く
の
言
説
が
生
成
さ
れ
て
い
く
。
海
外
文
学
の
翻
訳
に
お
い
て
も
、
フ

ラ
ン
ツ
・
カ
フ
カ
『
ア
メ
リ
カ
』
、
ジ
ャ
ン
＝
ポ
ー
ル
・
サ
ル
ト
ル
『
サ

ル
ト
ル
全
集

第
一
一
巻

―
シ
チ
ュ
ア
シ
オ
ン

ア
メ
リ
カ
論
』
、
ウ
ラ

ジ
ミ
ー
ル
・
マ
ヤ
コ
フ
ス
キ
ー
『
私
の
ア
メ
リ
カ
発
見
』
、
グ
レ
ア
ム
・

グ
リ
ー
ン
『
お
と
な
し
い
ア
メ
リ
カ
人
』
が
出
版
さ
れ
て
お
り
、
安
部
の

エ
ッ
セ
イ
「
ア
メ
リ
カ
発
見
」
も
ま
た
、
こ
の
ア
メ
リ
カ
論
の
文
脈
で
読

ま
れ
う
る
。
こ
の
エ
ッ
セ
イ
に
お
い
て
、
安
部
は
サ
ル
ト
ル
の
実
存
主
義

を
媒
介
に
し
な
が
ら
、
「
対
自
」
と
し
て
の
自
由
な
ア
メ
リ
カ
文
化
を
評

価
し
、
そ
こ
に
「
ロ
ー
カ
ル
な
直
接
民
主
制
」
を
発
見
す
る
。
そ
れ
は
、

東
側
／
西
側
、
ソ
連
／
ア
メ
リ
カ
、
共
産
主
義
／
資
本
主
義
と
い
う
冷
戦

構
造
に
対
し
て
脱
構
築
（déconstruction

）

を
行
う
、
実
存
主
義
的
な
「
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
」
の
発
見
で
も
あ
っ
た
。

ま
た
、
安
部
が
ア
メ
リ
カ
の
「
大
衆
文
化
」
を
受
容
す
る
際
に
参
考
に

し
た
の
が
、
鶴
見
俊
輔
の
ア
メ
リ
カ
論
で
あ
っ
た
。
鶴
見
の
著
作
を
と
お

し
て
ア
メ
リ
カ
の
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
を
受
容
し
た
安
部
は
、「
プ
ラ
グ
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マ
テ
ィ
ズ
ム
」
と
い
う
言
葉
を
、
ヘ
ン
リ
ー
・
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ソ
ロ
ー

ら
の
「
初
期
の
ア
メ
リ
カ
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
社
会
主
義
」
を
指
す
も
の
と
し

て
用
い
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
安
部
が
ソ
連
に
代
表
さ
れ
る
ツ
リ
ー
型

の
「
正
統
派
マ
ル
ク
ス
主
義
」
を
相
対
化
す
る
視
座
を
、
鶴
見
や
サ
ル
ト

ル
を
媒
介
に
し
て
得
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
安
部
は
「
セ
ミ
・
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
」
や
「
ハ
ー
ド
ボ
イ

ル
ド
」
を
ア
メ
リ
カ
文
化
と
し
て
評
価
す
る
が
、
こ
う
い
っ
た
ジ
ャ
ン
ル

は
安
部
が
一
九
六
〇
年
代
の
長
編
小
説
で
用
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。ま
た
、

一
九
六
〇
年
代
に
安
部
は
「
ア
ナ
キ
ズ
ム
」
に
接
近
し
て
い
る
の
で
あ
り
、

こ
の
「
ア
ナ
キ
ズ
ム
」
の
萌
芽
を
、
一
九
五
〇
年
代
の
エ
ッ
セ
イ
「
ア
メ

リ
カ
発
見
」
に
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
一
九
六
〇

年
代
に
お
け
る
エ
ッ
セ
イ
「
ア
メ
リ
カ
発
見
」
の
改
稿
過
程
か
ら
も
、
安

部
が
意
図
的
に
一
九
五
〇
年
代
の
「
反
米
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
を
想
起
さ

せ
る
フ
レ
ー
ズ
の
削
除
を
行
っ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
安
部
の
「
マ
ル
ク
ス

主
義
」
に
対
す
る
距
離
感
が
窺
わ
れ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
安
部
が
評
価
し
た
ア
メ
リ
カ
文
化
は
、
冷
戦
期
に
お
け
る

ア
メ
リ
カ
の
覇
権
戦
略
の
結
果
と
し
て
、
日
本
に
お
い
て
消
費
さ
れ
た
も

の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
安
部
は
そ
こ
に
ア
メ
リ
カ
の
「
帝
国
主

義
」
に
は
還
元
不
可
能
な
「
ロ
ー
カ
ル
な
直
接
民
主
制
」
を
発
見
す
る
こ

と
で
、
「
帝
国
主
義
」
を
内
部
か
ら
脱
構
築
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
エ
ッ

セ
イ
「
ア
メ
リ
カ
発
見
」
で
は
、
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
に
陥
る
こ
と
な

く
ア
メ
リ
カ
文
化
を
語
る
こ
と
で
、
「
正
統
派
マ
ル
ク
ス
主
義
」
も
ま
た

脱
構
築
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
も
よ
い
。

【
注
記
】

「
サ
ー
ク
ル
運
動
」
に
お
け
る
「
生
活
記
録
」
と
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
の
結
び
つ

1
き
に
関
し
て
は
、「
マ
ル
ク
ス
主
義
」
系
歴
史
学
者
、
石
母
田
正
（
一
九
一
二
―
一
九

八
六
年
）
が
提
唱
し
た
「
国
民
的
歴
史
学
運
動
」
が
果
た
し
た
役
割
が
大
き
い
（
鳥

羽
耕
史
「
サ
ー
ク
ル
運
動
と
生
活
記
録
」（
『1950

年
代

―
「
記
録
」
の
時
代
』
河

出
書
房
新
社
、
二
〇
一
〇
年
一
二
月
）
四
一
―
四
四
頁
）。
し
か
し
な
が
ら
、
本
稿
で

は
「
サ
ー
ク
ル
運
動
」
を
「
マ
ル
ク
ス
主
義
」
的
な
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
に
還
元

す
る
立
場
を
取
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
九
州
で
谷
川
雁
（
一
九
二
三
―
一
九
九
五
年
）

ら
が
編
集
を
行
っ
た
サ
ー
ク
ル
誌
『
サ
ー
ク
ル
村
』（
一
九
五
八
―
一
九
六
一
年
）
の

よ
う
に
、
日
本
共
産
党
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
も
、
そ
こ
か
ら
逸
脱
し
、「
自
主
性
」

や
「
自
発
性
」
の
観
点
か
ら
独
自
の
発
展
を
遂
げ
た
サ
ー
ク
ル
誌
が
あ
っ
た
か
ら
で

あ
る
（
森
元
斎
「
炭
鉱
と
村
」
（
『
国
道

号
戦

―
抵
抗
の
民
衆
史
』
共
和
国
、
二

3

〇
二
〇
年
七
月
）
一
二
九
頁
）。

ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
「
序
文
」
（
山
本
信
人
訳
『
三
つ
の
旗
の
も
と

2
に

―
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
と
反
植
民
地
主
義
的
想
像
力
』

出
版
、
二
〇
一
二
年

N
T
T

三
月
）
二
頁

三
宅
芳
夫
「
二
つ
の
戦
後
思
想

―
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
両
端
で

―
」
（
『
フ
ァ
シ
ズ

3
ム
と
冷
戦
の
は
ざ
ま
で

―
戦
後
思
想
の
胎
動
と
形
成1930-1960

』
東
京
大
学
出
版

会
、
二
〇
一
九
年
一
〇
月
）
三
八
六
頁
。
同
書
で
は
、「
国
際
冷
戦
レ
ジ
ー
ム
」
に
お

い
て
ア
メ
リ
カ
の
共
産
主
義
封
鎖
戦
略
の
「
緩
衝
地
帯
」
と
な
っ
た
日
本
、
フ
ラ
ン

ス
の
戦
後
思
想
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
三
木
清
（
一
八
九
七
―
一
九

四
五
年
）
や
花
田
清
輝
（
一
九
〇
九
―
一
九
七
四
年
）、
ジ
ャ
ン
＝
ポ
ー
ル
・
サ
ル
ト

ル
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
デ
リ
ダ
（Jacques

D
errida,1930-2004

）
の
戦
後
思
想
が
、
①
「
フ

ァ
シ
ズ
ム
」（Fascism

）
へ
の
抵
抗
、
②
「
正
統
派
マ
ル
ク
ス
主
義
」
と
の
差
異
、
③
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「
国
際
冷
戦
レ
ジ
ー
ム
」
に
対
抗
す
る
「
中
立
主
義
」
か
ら
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
本

稿
で
は
同
書
全
体
を
参
照
し
た
。

岩
崎
稔
「
戦
後
日
本
革
命
の
挫
折
」（
岩
崎
稔
、
上
野
千
鶴
子
、
北
田
暁
大
他
編
『
戦

4
後
日
本
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
①

・

年
代
』
紀
伊
国
屋
書
店
、
二
〇
〇
九
年
九
月
）
一

40

50

二
四
―
一
三
〇
頁

三
宅
芳
夫
「
竹
内
好
に
お
け
る
「
近
代
」
と
「
近
代
主
義
」

―
丸
山
眞
男
と
の

5
比
較
を
中
心
に

―
」
（
『
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
冷
戦
の
は
ざ
ま
で

―
戦
後
思
想
の
胎
動

と
形
成1930-1960

』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
九
年
一
〇
月
）
で
は
、
日
本
共
産

党
の
「
対
米
独
立
闘
争
」
や
「
国
民
文
学
論
争
」
を
背
景
に
、
一
九
五
〇
年
代
の
丸

山
眞
男
と
竹
内
好
が
共
通
し
て
「
国
民
国
家
」
へ
の
帰
属
を
自
明
視
し
、「
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
」
（D

em
ocracy

）
と
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
を
結
び
つ
け
る
と
い
う
「
近
代
」

的
な
試
み
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
（
二
三
三
―
二
四
五
頁
）。

佐
藤
泉
「
竹
内
好
」
（
『
一
九
五
〇
年
代
、
批
評
の
政
治
学
』
中
央
公
論
新
社
、
二

6
〇
一
八
年
三
月
）
で
は
、
竹
内
好
の
「
国
民
文
学
」
論
が
、
日
本
浪
漫
派
の
近
代
主

義
批
判
や
、
敗
戦
の
体
験
、
ア
ジ
ア
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
基
づ
く
こ
と
が
論
じ
ら

れ
て
い
る
（
三
四
―
三
七
頁
）
。

大
江
健
三
郎
は
『
ヒ
ロ
シ
マ
・
ノ
ー
ト
』（
岩
波
書
店
、
一
九
六
五
年
六
月
）
刊
行

7
後
に
ア
メ
リ
カ
旅
行
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
旅
行
の
内
容
は
「
ア
メ
リ
カ
旅
行
者
の

夢
」
（
『
世
界
』
一
九
六
六
年
九
月
号
―
一
九
六
七
年
一
〇
月
号
）
に
ま
と
め
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
中
で
、
大
江
は
「
日
本
人
の
新
し
い
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
を
確
立
す
る

た
め
に
マ
ー
ク
・
ト
ウ
ェ
イ
ン
（M

ark
Tw

ain,
1835-1910

）
の
『
ハ
ッ
ク
ル
ベ
リ

ィ
・
フ
ィ
ン
の
冒
険
』
（Adventures

of
H

uckleberry
Finn,

1885

）
の
主
人
公
ハ
ッ

ク
（H

uck

）
を
「
ア
メ
リ
カ
に
癒
着
し
て
い
な
い
自
由
な
ヒ
ー
ロ
ー
」
と
し
て
評
価

し
て
い
る
（
服
部
訓
和
「
ハ
ッ
ク
ル
ベ
リ
ィ
・
フ
ィ
ン
の
ア
メ
リ
カ

―
『
沖
縄
ノ

ー
ト
』
と
ユ
ダ
ヤ
系
ア
メ
リ
カ
人
の
身
体

―
」
（
『
日
本
近
代
文
学
』
第
八
九
巻
、

二
〇
一
三
年
一
一
月
）
一
二
七
頁
）
。
す
な
わ
ち
、
大
江
は
一
九
六
〇
年
代
に
ア
メ
リ

カ
文
学
を
受
容
し
な
が
ら
も
逆
説
的
に
「
反
米
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
を
提
示
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
一
方
で
、
一
九
六
〇
年
代
の
安
部
は
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
批
判
を

展
開
し
て
お
り
、
安
部
と
大
江
の
政
治
性
は
共
通
し
て
左
翼
的
な
も
の
で
あ
り
な
が

ら
も
好
対
照
を
成
す
。

吉
見
俊
哉
「
ア
メ
リ
カ
・
占
領
・
ホ
ー
ム
ド
ラ
マ
」（
岩
崎
稔
、
上
野
千
鶴
子
、
北

8
田
暁
大
他
編
『
戦
後
日
本
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
①

・

年
代
』
紀
伊
国
屋
書
店
、
二
〇

40

50

〇
九
年
九
月
）
二
一
一
―
二
一
二
頁

そ
の
後
、
日
本
の
「
大
衆
文
化
」
の
側
か
ら
も
日
本
の
「
対
米
従
属
」
を
批
判
す

9
る
作
品
が
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
特
筆
に
値
す
る
。
例
え
ば
、
大
澤
真
幸
（
一
九
五

八
年
―
）
は
、
沖
縄
出
身
の
金
城
哲
夫
（
一
九
三
八
―
一
九
七
六
年
）
脚
本
の
特
撮

『
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
』（

、
円
谷
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
、
一
九
六
六
年
七
月
―
一
九

T
B
S

六
七
年
四
月
）
か
ら
庵
野
秀
明
（
一
九
六
〇
年
―
）
総
監
督
・
脚
本
の
映
画
『
シ
ン
・

ゴ
ジ
ラ
』
（
東
宝
、
二
〇
一
六
年
七
月
）
に
至
る
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
（Subculture

）

に
「
対
米
従
属
」
を
破
る
も
の
を
見
い
だ
し
て
い
る
（
大
澤
真
幸
「
対
米
従
属
の
縛

り
を
破
れ
る
か
」
（
『
サ
ブ
カ
ル
の
想
像
力
は
資
本
主
義
を
超
え
る
か
』
角
川
書
店
、

二
〇
一
八
年
三
月
）
四
二
―
五
二
頁
）。
近
年
で
は
、
こ
の
よ
う
な
日
本
の
「
対
米
従

属
」
を
批
判
す
る
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
水
脈
に
、
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ニ
メ
『
コ
ー
ド
ギ
ア

ス

反
逆
の
ル
ル
ー
シ
ュ
』
（
サ
ン
ラ
イ
ズ
、
二
〇
〇
六
年
一
〇
月
―
二
〇
〇
七
年
七

月
）、
及
び
そ
の
第
二
期
『
コ
ー
ド
ギ
ア
ス

反
逆
の
ル
ル
ー
シ
ュ

』（
サ
ン
ラ
イ

R
2

ズ
、
二
〇
〇
八
年
四
―
九
月
）
な
ど
を
加
え
て
も
よ
い
。

岩
崎
稔
、
小
森
陽
一
、
成
田
龍
一
「
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ

・

年
代
」（
岩
崎
稔
、
上

10

40

50

野
千
鶴
子
、
北
田
暁
大
他
編
『
戦
後
日
本
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
①

・

年
代
』
紀
伊
国

40

50
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屋
書
店
、
二
〇
〇
九
年
九
月
）
二
六
頁

坂
堅
太
「
「
ア
メ
リ
カ
」
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
（
『
安
部
公
房
と
「
日
本
」

―
植

11
民
地
／
占
領
経
験
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
』）
二
一
五
頁

笹
沼
俊
暁
「
「
文
学
者
」
と
し
て
の
「
リ
ー
ビ
英
雄
」
」（
『
リ
ー
ビ
英
雄

―
〈
鄙
〉

12
の
言
葉
と
し
て
の
日
本
語
』
論
創
社
、
二
〇
一
一
年
一
二
月
）
七
六
頁

鹿
島
保
夫
「
あ
と
が
き
」
（
ヴ
ェ
・
ヴ
ェ
・
マ
ヤ
コ
フ
ス
キ
ー
『
私
の
ア
メ
リ
カ
発

13
見
』
鹿
島
保
夫
訳
、
和
光
社
、
一
九
五
五
年
一
〇
月
）
二
四
六
頁

初
出
版
の
安
部
公
房
「
ア
メ
リ
カ
発
見
」（
『
中
央
公
論
』
一
九
五
七
年
一
一
月
号
）

14
を
引
用
す
る
場
合
に
は
、
特
に
断
り
の
な
い
限
り
、
『
安
部
公
房
全
集
』
第
七
巻
（
新

潮
社
、
一
九
九
八
年
二
月
）
か
ら
引
用
し
、
本
文
中
に
頁
数
を
示
す
。
以
下
同
。

森
山
直
人
「
〈
砂
〉
の
闘
争
、
〈
砂
〉
の
記
録

―
あ
る
い
は
安
部
公
房
に
お
け
る

15
〈
ア
メ
リ
カ
的
な
る
も
の
〉
に
つ
い
て
」
（
鳥
羽
耕
史
編
『
安
部
公
房

メ
デ
ィ
ア
の

越
境
者
』
森
話
社
、
二
〇
一
三
年
一
二
月
）
二
四
三
頁

安
部
は
こ
の
エ
ッ
セ
イ
で
、
座
談
会
「
知
米
主
義
の
提
唱
」
が
「
『
世
界
』
昭
和
三

16
十
一
年
七
月
号
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
『
中
央
公
論
』

一
九
五
六
年
七
月
号
の
間
違
い
だ
と
思
わ
れ
る
。『
中
央
公
論
』
一
九
五
六
年
七
月
号

で
は
特
集
「
日
米
関
係
の
再
檢
討
」
が
組
ま
れ
、
堀
江
薫
雄
「
米
ソ
両
陣
営
の
経
済

競
争
と
日
本
の
立
場
」
や
鶴
見
俊
輔
「
日
本
知
識
人
の
ア
メ
リ
カ
像
」
、
三
宅
晴
輝
「
ア

メ
リ
カ
の
占
領
政
策
」
、
赤
松
要
他
「
日
米
経
済
の
将
来
」
、
鶴
見
良
行
「
基
地
周
辺

の
人
々
」
、
樋
口
哲
也
「
市
民
生
活
と
ア
メ
リ
カ
資
本
」
、
大
谷
省
二
「
東
京
の
中
の

ア
メ
リ
カ
」
、
あ
る
い
は
「
対
米
関
係
を
め
ぐ
る
国
会
議
事
録
」
な
ど
が
収
録
さ
れ
て

お
り
、
冷
戦
下
に
お
け
る
日
米
関
係
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
た
。
安
部
は
こ
の
『
中

央
公
論
』
一
九
五
六
年
七
月
号
の
翌
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
中
央
公
論
』
一
九
五
七
年

一
一
月
号
に
お
い
て
、
エ
ッ
セ
イ
「
ア
メ
リ
カ
発
見
」
を
発
表
す
る
こ
と
で
、
同
誌

で
展
開
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
論
に
対
す
る
応
答
を
行
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ジ
ャ
ン
＝
ポ
ー
ル
・
サ
ル
ト
ル
「
緒
論

存
在
の
探
求
」（
『
存
在
と
無

―
現
象
学

17
的
存
在
論
の
試
み
』
第
一
巻
、
筑
摩
書
房
、
二
〇
〇
七
年
一
一
月
）
六
五
頁
。
傍
点

原
文
。

グ
レ
ア
ム
・
グ
リ
ー
ン
『
グ
レ
ア
ム
・
グ
リ
ー
ン
選
集

お
と
な
し
い
ア
メ
リ
カ

18

12

人
』（
田
中
西
二
郎
訳
、
早
川
書
房
、
一
九
六
〇
年
二
月
）
一
六
六
頁
。Graham

G
reene.

The
Q

uiet
Am

erican.
(N

ew
Y

ork:
The

V
iking

Press,1955. )
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安
部
が
グ
リ

ー
ン
の
『
お
と
な
し
い
ア
メ
リ
カ
人
』
か
ら
「
無
邪
気
」
と
い
う
言
葉
を
引
用
し
て

い
る
の
は
、
こ
の
言
葉
が
『
お
と
な
し
い
ア
メ
リ
カ
人
』
の
中
で
キ
ー
・
ワ
ー
ド
に

な
っ
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
日
本
で
の
受
容
に
お
い
て
も
重
要
な
も
の
だ
っ
た
か
ら

で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
『
毎
日
新
聞
』
一
九
五
六
年
七
月
一
二
日
付
の
学
芸
欄
で
は
、

当
時
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
て
い
た
『
お
と
な
し
い
ア
メ
リ
カ
人
』
に
関
す
る
記

事
「
無
邪
気
な
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

―
「
お
と
な
し
い
ア
メ
リ
カ
人
」
を
読
ん
で
」
が

掲
載
さ
れ
、
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
（D

onald
K

eene,1922-

）
や
武
田
泰
淳
（
一
九
一

二
―
一
九
七
六
年
）、
加
藤
周
一
（
一
九
一
九
―
二
〇
〇
八
年
）
、
阿
部
知
二
（
一
九

〇
三
―
一
九
七
三
年
）
が
書
評
を
寄
せ
て
い
た
。
こ
の
記
事
で
は
、
そ
の
「
無
邪
気
」

と
い
う
言
葉
が
、「
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
人
の
血
が
い
く
ら
流
さ
れ
て
も
、
ア
メ
リ
カ
の
使
命

達
成
の
た
め
に
は
問
題
に
な
ら
な
い
」
こ
と
が
「
狂
気
の
一
種
な
の
だ
」
と
い
う
こ

と
に
言
及
す
る
際
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、
ア
メ
リ
カ
の
「
無
邪
気
な
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」

が
批
判
さ
れ
て
い
た
。
安
部
が
「
ア
メ
リ
カ
発
見
」
に
お
い
て
行
っ
た
の
は
、
こ
の

よ
う
な
「
無
邪
気
な
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
と
は
異
な
っ
た
、
も
う
一
つ
の
「
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
」
を
発
見
す
る
試
み
だ
っ
た
と
言
っ
て
も
よ
い
。

斉
藤
真
「
民
主
主
義
の
風
土
化
」
（
『
岩
波
講
座
現
代
思
想

第
六
巻

―
民
衆
と
自

19
由
』
岩
波
書
店
、
一
九
五
七
年
九
月
）
四
六
頁
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ジ
ャ
ン
＝
ポ
ー
ル
・
サ
ル
ト
ル
「
「
あ
る
」
と
「
為
す
」

―
自
由
」（
『
存
在
と
無

―

20
現
象
学
的
存
在
論
の
試
み
』
第
三
巻
、
筑
摩
書
房
、
二
〇
〇
七
年
一
一
月
）
一
三
二

頁
宮
本
陽
一
郎
は
冷
戦
期
の
ア
メ
リ
カ
文
化
・
研
究
の
拡
大
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う

21
に
述
べ
て
い
る
。「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
が
世
界
に
発
信
し
た
ア
メ
リ
カ
研
究
が
、
ア
メ

リ
カ
批
判
を
も
問
題
な
く
許
容
し
う
る
リ
ベ
ラ
ル
な
性
格
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
ア

メ
リ
カ
研
究
は
グ
ロ
ー
バ
ル
に
浸
透
し
、
そ
の
よ
う
に
し
て
醸
成
さ
れ
た
ソ
フ
ト
パ

ワ
ー
に
よ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
文
化
外
交
政
策
は
、
少
な
く
と
も
ソ
ビ
エ
ト

連
邦
に
対
し
て
は
勝
利
を
収
め
た
の
で
あ
る
」
（
宮
本
陽
一
郎
「
ア
メ
リ
カ
、
ア
メ
リ

カ
！
」
（
『
ア
ト
ミ
ッ
ク
・
メ
ロ
ド
ラ
マ

―
冷
戦
ア
メ
リ
カ
の
ド
ラ
マ
ト
ゥ
ル
ギ

ー

―
』
彩
流
社
、
二
〇
一
六
年
三
月
）
一
四
―
一
五
頁
）。
こ
の
よ
う
に
「
ア
メ
リ

カ
批
判
」
と
い
う
自
己
言
及
的
な
批
判
を
も
含
ん
だ
ア
メ
リ
カ
文
化
・
研
究
と
は
、

安
部
が
「
ア
メ
リ
カ
発
見
」
に
お
い
て
評
価
し
た
、
絶
え
ず
自
己
差
異
化
し
て
い
く

ア
メ
リ
カ
文
化
と
共
通
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
安
部
が
同
時
代
に
受
容
し

た
鶴
見
俊
輔
ら
の
ア
メ
リ
カ
研
究
も
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
リ
ベ
ラ
ル
な
性
格
を
有
し

て
い
た
だ
ろ
う
。

ジ
ャ
ン
＝
ポ
ー
ル
・
サ
ル
ト
ル
「
植
民
地
的
都
市
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
」（
渡
辺
一
夫
、

22
佐
藤
朔
、
渡
辺
明
正
他
訳
『
サ
ル
ト
ル
全
集
第
一
一
巻

―
シ
チ
ュ
ア
シ
オ
ン

ア
メ

リ
カ
論
』
人
文
書
院
、
一
九
五
三
年
七
月
）
四
五
頁

三
宅
芳
夫
「
二
つ
の
戦
後
思
想

―
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
両
端
で

―
」
四
頁

23

鶴
見
俊
輔
「
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
の
発
達
概
説
」（
『
鶴
見
俊
輔
集

第
一
巻

―
ア

24
メ
リ
カ
哲
学
』
筑
摩
書
房
、
一
九
九
一
年
一
二
月
）
二
八
九
―
二
九
〇
頁

柄
谷
が
こ
の
よ
う
な
「
理
念
」
を
提
示
す
る
背
景
に
は
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
が
「
理

25
念
」（
大
き
な
物
語
）
や
「
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
」
を
嘲
笑
す
る
間
に
、
そ
れ
が
「
た
ん
に

資
本
主
義
の
そ
れ
自
体
デ
ィ
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
テ
ィ
ヴ
な
運
動
を
代
弁
す
る
も
の
に
し

か
な
ら
な
く
な
っ
た
」
か
ら
で
あ
る
（
柄
谷
行
人
「
序
文
」
（
『
ト
ラ
ン
ス
ク
リ
テ
ィ

ー
ク

―
カ
ン
ト
と
マ
ル
ク
ス
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
〇
年
一
月
）
六
―
九
頁
）
。
柄

谷
の
「
イ
ソ
ノ
ミ
ア
」
論
に
関
し
て
は
、
柄
谷
行
人
『
哲
学
の
起
源
』（
岩
波
書
店
、

二
〇
一
二
年
一
一
月
）
を
参
照
。
安
部
と
柄
谷
を
比
較
し
た
場
合
、
時
代
的
な
コ
ン

テ
ク
ス
ト
が
大
き
く
異
な
る
が
、「
正
統
派
マ
ル
ク
ス
主
義
」
を
乗
る
越
え
る
た
め
に
、

両
者
が
共
通
し
て
「
ア
ナ
キ
ズ
ム
」
に
接
近
し
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。

上
野
俊
哉
「
思
想
の
不
良
た
ち
」（
『
思
想
の
不
良
た
ち

―

1950

年
代

も
う
一

26
つ
の
精
神
史
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
三
年
三
月
）
一
五
―
一
七
頁

ジ
ル
・
ド
ゥ
ル
ー
ズ
「
バ
ー
ト
ル
ビ
ー
、
ま
た
は
決
ま
り
文
句
」
（
守
中
高
明
、
谷

27
昌
親
訳
『
批
評
と
臨
床
』
河
出
書
房
新
社
、
二
〇
一
〇
年
五
月
）
一
七
七
―
一
七
八

頁
石
川
巧
「
序
論
」（
『
高
度
経
済
成
長
期
の
文
学
』
ひ
つ
じ
書
房
、
二
〇
一
二
年
二

28
月
）
二
一
頁

上
野
千
鶴
子
「
高
度
成
長
期
と
生
活
革
命
」（
岩
崎
稔
、
上
野
千
鶴
子
、
北
田
暁
大

29
他
編
『
戦
後
日
本
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
②

・

年
代
』
紀
伊
国
屋
書
店
、
二
〇
〇
九
年

60

70

五
月
）
一
六
六
―
一
六
八
頁

苅
部
直
「
都
市
の
夢
語
り
」（『
安
部
公
房
の
都
市
』
講
談
社
、
二
〇
一
二
年
二
月
）

30
二
六
頁

ア
ン
リ
・
ル
フ
ェ
ー
ブ
ル
「
都
市
、
都
市
的
な
る
も
の
、
お
よ
び
都
市
計
画
に
つ

31
い
て
の
テ
ー
ゼ
」（
森
本
和
夫
訳
『
都
市
へ
の
権
利
』
筑
摩
書
房
、
二
〇
一
一
年
九
月
）

二
一
五
頁

吉
見
俊
哉
「
盛
り
場
の
一
九
七
〇
年
代
」
（
『
都
市
の
ド
ラ
マ
ト
ゥ
ル
ギ
ー

―
東

32
京
・
盛
り
場
の
社
会
史
』
弘
文
堂
、
一
九
八
七
年
七
月
）
二
七
二
頁
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西
川
長
夫
「
知
識
人
の
問
題
」
（
『
パ
リ
五
月
革
命
私
論

―
転
換
点
と
し
て
の

33

68

年
』
平
凡
社
、
二
〇
一
一
年
七
月
）
三
二
二
頁

絓
秀
実
「
無
党
派
市
民
運
動
と
学
生
革
命
」（
『1968

年
』
筑
摩
書
房
、
二
〇
〇
六

34
年
一
〇
月
）
一
四
六
頁

ジ
ル
・
ド
ゥ
ル
ー
ズ
、
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・
ガ
タ
リ
「
平
滑
と
条
理
」（
宇
野
邦
一
、

35
小
沢
秋
広
、
田
中
敏
彦
他
訳
『
千
の
プ
ラ
ト
ー

―
資
本
主
義
と
分
裂
症
』
河
出
書

房
新
社
、
一
九
九
九
年
九
月
）
五
三
七
―
五
三
八
頁

安
部
公
房
と
ポ
ー
の
関
係
に
つ
い
て
は
、Patricia

M
erivale.

"G
um

shoe
G

othics:

36Poe's
"The

M
an

of
the

Crow
d"

and
H

is
Follow

ers."
(D

etecting
Texts:

The

M
etaphysical

D
etective

Story
from

Poe
to

Postm
odernism

.
Eds.

Patricia

M
erivale

and
Susan

Elizabeth
Sw

eeny.Philadelphia:U
niversity

of
Pennsylvania

Press,
1999. )

を
参
照
。

ハ
メ
ッ
ト
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
丁
熹
貞
「
安
部
公
房

の
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
受
容
と
『
燃
え
つ
き
た
地
図
』

―
「
記
録
性
」
と
の
関
連
を

視
座
と
し
て
」
（
『
超
域
文
化
科
学
紀
要
』
第
一
七
号
、
二
〇
一
二
年
一
一
月
）
を
参

照
。
ナ
サ
ニ
エ
ル
・
ホ
ー
ソ
ー
ン
（N

athaniel
H

aw
thorne,

1804-1864

）
と
の
関
係

に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
安
部
公
房
『
燃
え
つ
き
た
地
図
』
と
ナ
サ
ニ
エ
ル
・
ホ
ー
ソ

ー
ン
「
ウ
ェ
イ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
」

―
安
部
公
房
の
ア
メ
リ
カ
文
学
受
容
と
ジ
ャ
ン=

ポ
ー
ル
・
サ
ル
ト
ル
、
大
橋
健
三
郎
」
（
『
九
大
日
文
』
第
二
三
号
、
二
〇
一
四
年
三

月
）
を
参
照
。

安
部
公
房
『
砂
の
女
』（
『
安
部
公
房
全
集
』
第
一
六
巻
、
新
潮
社
、
一
九
九
八
年

37
一
二
月
）
一
二
七
、
一
三
六
、
二
二
一
頁

拙
稿
「
越
境
す
る
『
砂
の
女
』

―
安
部
公
房
、

・

・
エ
リ
オ
ッ
ト
、
ポ
ー

38

T

S

ル
・
ボ
ウ
ル
ズ
」（
『
跨
境

日
本
語
文
学
研
究
』
第
三
号
、
二
〇
一
六
年
八
月
）
を
参

照
。拙

稿
「
安
部
公
房
、
そ
の
政
治
性
の
変
遷

―
『
安
部
公
房
全
集
』
全

巻
に
お

39

30

け
る
ア
ナ
キ
ズ
ム
用
例
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
と
そ
の
分
析

―
」（
『
日
本
文
化
學
報
』

第
八
〇
輯
、
二
〇
一
九
年
二
月
）
で
は
、
安
部
公
房
の
日
本
共
産
党
か
ら
の
離
脱
を
、

松
田
道
雄
や
花
田
清
輝
と
の
同
時
代
的
な
関
係
性
か
ら
考
察
し
て
い
る
（
二
七
四
―

二
七
六
頁
）。

松
田
道
雄
「
大
杉
以
後
の
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
」（
『
現
代
思
想
体
系
第
一
六
巻

ア
ナ
ー

40
キ
ズ
ム
』
筑
摩
書
房
、
一
九
六
三
年
一
〇
月
）
四
〇
三
―
四
三
三
頁

松
田
道
雄
は
戦
後
、
ソ
連
に
よ
る
ハ
ン
ガ
リ
ー
動
乱
（
一
九
五
六
年
一
〇
―
一
一

41
月
）
へ
の
武
力
介
入
に
対
し
て
失
望
を
感
じ
た
と
い
う
（
河
合
蘭
「
松
田
道
雄

―

母
親
た
ち
と
と
も
に
」（
栗
原
彬
編
『
ひ
と
び
と
の
精
神
史
第
三
巻

六
〇
年
安
保

―

1960

年
前
後
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
五
年
九
月
）
三
二
九
―
三
三
一
頁
）。

安
部
公
房
「
ア
メ
リ
カ
発
見
」
（
『
砂
漠
の
思
想
』
講
談
社
、
一
九
九
四
年
一
月
）

42
三
七
七
頁

鳥
羽
耕
史
「
視
覚
の
手
ざ
わ
り
へ

―
『
砂
の
女
』1962

」
（
『
運
動
体
・
安
部
公

43
房
』
一
葉
社
、
二
〇
〇
七
年
五
月
）
二
五
六
頁

【
付
記
】
本
稿
は
博
士
論
文
『
一
九
六
〇
年
代
安
部
公
房
文
学
の
比
較
文
学
的
研
究

―

『
砂
の
女
』
、
『
燃
え
つ
き
た
地
図
』
、『
内
な
る
辺
境
』

―
』（
九
州
大
学
地
球
社
会
博

甲
第
四
七
号
、
二
〇
二
〇
年
九
月
）
に
お
け
る
「
序
章
」
の
一
部
分
に
大
幅
な
加
筆
・
修

正
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
審
査
を
行
っ
て
頂
い
た
先
生
方
に
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
た

い
。

（
台
灣
・
國
立
國
防
大
學
語
文
中
心
専
任
教
師
）


